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灘黒岩水仙郷が開園
　毎年８万人もの観光客を引き寄せる「灘黒岩水
仙郷」が 12 月 23 日に開園しました。諭鶴羽山
から海に続く 45度の急斜面の一帯、約７haにわ
たって 500万本もの野生の水仙が咲き誇っていま
す。２月下旬まで付近一帯、甘い香りに包まれます。
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平
成
19
年
を
振
り
返
っ
て

　

南
あ
わ
じ
市
の
出
来
事

１
月

１
日　

三
原
郡
酪
農
協
と
洲
本
市
酪
農
協
が
合

　
　
　

併
し
、
淡
路
島
酪
農
協
が
発
足

７
日　

初
の
女
性
消
防
団
員
に
辞
令
交
付

15
日　

少
子
対
策
本
部
を
設
置

21
日　

第
1
回
南
あ
わ
じ
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス

　
　
　

テ
ィ
バ
ル
開
く

２
月

９
日　

い
ぶ
し
瓦
の
漁
礁
を
設
置
（
海
釣
り
公
園
）

９
日　
「
淡
路
瓦
」
が
特
許
庁
の
地
域
ブ
ラ
ン

　
　
　

ド
に
（
地
域
団
体
登
録
商
標
）

20
日　

灘
〜
沼
島
間
の
海
底
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

　
　
　

ー
ブ
ル
を
敷
設

24
日　

広
域
防
災
拠
点
が
完
成
（
淡
路
ふ
れ
あ

　
　
　

い
公
園
内
）

26
日　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
が
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺

　
　
　

産
優
良
事
例
コ
ン
テ
ス
ト
に
選
出

３
月

６
日　

あ
わ
じ
島
農
協
「
第
２
育
苗
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　

竣
工
（
阿
万
上
町
）

６
日　

廃
食
油
の
回
収
が
各
庁
舎
で
始
ま
る　

　
　
　
（
玉
葱
残
さ
処
理
施
設
の
補
助
燃
料
と
し
て
）

24
日　

潮
美
台
地
区
公
民
館
完
成

27
日　

15
施
設
に
指
定
管
理
者
指
定
証
を
交
付

４
月

１
日　

市
民
に
よ
る
青
色
パ
ト
カ
ー
巡
回
始
ま
る

１
日　

少
子
対
策
課
を
新
設

９
日　

淡
路
三
原
高
校
が
開
校

９
日　

在
宅
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付

28
日　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
に
旧
三
原
郡
役
所

　
　
　

蘇
る
「
国
生
み
の
館
」

29
日　

市
民
ま
つ
り
「
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
」
開
催

５
月

１
日　

上
村
源
之
丞
座
の
諸
資
料
が
里
帰
り

19
日　

若
者
グ
ル
ー
プ
「F

R
O
N
T
IE
R
S

」
発
足

19
日　

行
政
懇
談
会
を
開
催
（
８
月
ま
で
市
内

　
　
　

21
地
区
で
実
施
）

19
・
20
日　

南
あ
わ
じ
市
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

　
　
　

ィ
バ
ル
開
催

25
〜
26
日　
「
柴
漬
け
産
卵
場
」
設
置
（
南
あ

　
　
　

わ
じ
市
ア
オ
リ
イ
カ
資
源
増
大
協
議
会
）

６
月
6
日　
「
得
・
得　

戎
様
プ
ラ
ン
」
初
の
実
施

７
日　

阿
万
海
岸
で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を

　
　
　

確
認
、
約
40
年
ぶ
り

７
月

13
日　

子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
「
ゆ
め
る
ん
」
誕
生

17
日　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
南
淡
分
室
開
設

20
日　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
貸
線
に
よ
り
市
内
全
域
光

　
　
　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
を
実
現

21
日　

一
本
釣
り
ぬ
し
ま
鯵
フ
ェ
ア
開
催

28
日　

市
民
ま
つ
り
「
慶
野
松
原
花
火
大
会
」
開
催

８
月

１
日　

わ
ん
ぱ
く
塾
子
ど
も
議
会
開
催

11
日　

大
橋
等
通
行
料
金
の
低
減
化
に
向
け

　
　
　
「
淡
路
島
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

12
〜
14
日　

福
良
湾
海
上
花
火
大
会
開
催

20
日　
「
縁
結
び
事
業
推
進
協
議
会
」
発
足

９
月
8
日　
「
少
子
対
策
・
子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ

　
　
　

ム
」
開
催

16
日　

賀
集
生
子
地
区
の
ほ
場
整
備
が
完
成
。

　
　
　

竣
工
式
が
行
わ
れ
る

29
・
30
日　

食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
開
催

10
月

6
日　
「
水
産
ま
つ
り
」
丸
山
漁
港
で
開
く

13
日　

大
鳴
門
橋
記
念
館
の
愛
称
「
う
ず
の
丘
」

　
　
　

に
決
定

26
・
27
日　
「
食
と
文
化
の
市
民
ま
つ
り
」
開
催

28
日　

南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

11
月

23
日　

淡
路
三
原
高
校
開
校
記
念
式
典

12
月

１
日　

市
消
防
団
「
な
で
し
こ
分
団
」
が
発
足

べ
し
（
柚
餅
子
）
菓
子
」
な
ど
の
特

産
品
の
開
発
・
生
産
・
流
通
販
売
を

戦
略
的
に
進
め
、
財
政
再
建
を
見
事

に
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市

に
お
い
て
も
、全
国
に
秀
で
た
農
業
、

漁
業
、
瓦
産
業
、
地
域
文
化
の
特
徴

を
伸
ば
し
、
交
流
・
定
住
人
口
の
増

大
や
観
光
振
興
な
ど
へ
繋
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動

車
道
全
線
開
通
十
周
年
と
な
り
ま

す
。
料
金
低
減
化
運
動
と
共
に
、
淡

路
島
を
活
性
化
す
る
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
て
全
島
で
記
念
事
業
を
展
開

し
、
淡
路
島
を
全
国
に
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

初
代
市
長
と
い
う
重
責
を
与
え
ら

れ
、
早
く
も
三
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。一
年
目
は「
点
検
検
証
の
年
」、

二
年
目
は
「
本
格
的
な
始
動
の
年
」、

三
年
目
は
「
熟
慮
断
行
の
年
」
と
し

て
懸
命
に
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り

新
し
い
可
能
性
を
見
い
だ
す
年

　
　

南
あ
わ
じ
市
長　

中
田
勝
久

　

市
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
市
政
運
営
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
激
に

進
む
な
か
、
長
期
的
視
野
に
立
ち
少

子
対
策
課
の
設
置
や
少
子
対
策
事
業

の
充
実
を
行
い
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
も
前
進
い
た
し
ま
し
た
。
上
川

少
子
化
担
当
大
臣
に
も
高
く
評
価
さ

れ
、
注
目
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、
少
子

化
の
流
れ
を
何
と
か
食
い
止
め
た
い

と
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
財
政
再
建
を
急
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
幕
末
期
、
備
中
松

山
藩
に
お
い
て
、
藩
政
改
革
を
成
し

遂
げ
た
財
政
家
「
山や
ま
だ
ほ
う
こ
く

田
方
谷
」
に
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。「
義
と
利

と
の
区
別
」
が
重
要
と
し
な
が
ら
、

協
力
体
制
を
築
き
直
視
断
行
す
る
と

共
に
、
負
債
整
理
、
信
用
回
復
、
上

下
節
約
、
民
生
刷
新
・
教
育
改
革
な

ど
の
七
大
改
革
と
称
さ
れ
る
こ
と
を

行
い
ま
し
た
が
、
財
政
改
革
だ
け
で

な
く
産
業
振
興
も
強
く
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

方
谷
は
、
金
銭
の
増
減
に
終
始
す

る
だ
け
で
な
く
、「
備
中
鍬
」
や
「
ゆ

ま
し
た
。

　

本
年
は
、
合
併
時
か
ら
の
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

及
び
デ
ジ
タ
ル
化
が
全
市
に
お
い
て

完
了
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
実
現
し

ま
す
。
ま
た
、
震
災
対
策
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
小
学
校
・
中
学
校
耐
震

化
も
、
県
下
の
他
市
町
に
先
が
け

一
〇
〇
％
を
達
成
し
ま
す
。

　

一
期
四
年
の
最
終
年
と
な
る
今
年

は
、「
新
し
い
可
能
性
を
見
い
だ
す

年
」
と
位
置
づ
け
、
し
っ
か
り
と
行

財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
す
ば
ら

し
い
人
材
・
特
産
品
・
景
観
・
歴
史

文
化
な
ど
「
ふ
る
さ
と
」
の
新
し
い

可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
「
治ち
こ
く
へ
い
て
ん
か

国
平
天
下
」（
国

を
う
ま
く
治
め
、
天
下
を
平
和
に
す
る
こ
と
）

の
境
地
に
立
ち
、
清
潔
か
つ
公
正

で
民
主
的
な
市
政
を
推
し
進
め
て

い
き
、「
夢
・
知
恵
・
元
気
あ
ふ
れ
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
す
と
共
に
市
民
の
参
画
を
求
め
、

財
政
が
厳
し
い
昨
今
で
す
が
、
将
来

に
希
望
が
持
て
る
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
夢
出
せ
！
知
恵
出
せ
！
元
気

出
せ
！
」
を
合
言
葉
に
、
家
庭
づ
く

り
や
地
域
活
動
、
仕
事
や
勉
学
に
精

励
さ
れ
ご
活
躍
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
健

康
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
立
・
持
続
可
能
な
都ま

ち市
を
め
ざ
し
て

　

南
あ
わ
じ
市
議
会
議
長　

登
里
伸
一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
厳
し
い

社
会
情
勢
の
中
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
待
や
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
市
政
は
も
ち
ろ
ん
議
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
が
誕
生
し
て
四
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
近
年
、
国
の
進
め

て
い
る
三
位
一
体
改
革
は
、
地
方
の

実
態
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
、
国
の

一
方
的
な
方
針
の
下
に
、
地
方
財
源

を
大
幅
に
削
減
す
る
も
の
で
あ
り
、

地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
今
後
の

運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

加
え
て
、
頼
み
の
兵
庫
県
は
、
都

道
府
県
の
中
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位

と
い
う
、
危
機
的
な
財
政
状
況
下

に
あ
り
、
そ
の
改
善
を
目
指
し
て
、

二
十
年
度
の
予
算
編
成
方
針
で
は
、

一
般
事
業
費
は
本
年
度
当
初
予
算
の

三
割
削
減
と
い
う
「
超
緊
縮
型
」
で
、

県
下
市
町
は
、
そ
の
影
響
を
大
き
く

被
る
厳
し
い
状
況
に
も
直
面
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
、「
自
立
・
持
続
可

能
な
都ま

ち市
を
め
ざ
し
て
」
昨
年
の
四

月
か
ら
施
策
の
「
選
択
と
集
中
」
を

徹
底
し
、
歳
出
の
重
点
化
を
図
り
「
少

子
対
策
」「
防
災
対
策
」「
職
及
び
食

づ
く
り
」「
行
財
政
改
革
の
断
行
」
の

四
本
柱
の
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
合
併
に
よ
る
地
域
間
の
格

差
を
な
く
し
、
市
民
や
地
域
の
多
種

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
市
を
創
造
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
地
方
分
権
の
進
展
に

伴
っ
て
、
市
民
生
活
に
直
結
し
て
い

る
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

重
要
且
つ
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
「『
食
』

が
は
ぐ
く
む
ふ
れ
あ
い
共
生
の
都ま

ち市
」

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
的
確
な

施
策
の
推
進
に
向
け
議
論
を
存
分
に

行
い
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
の
御
支
援
、
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

▲少子対策・子育て支援フォーラムを開催 ▲アカウミガメのふ化を確認 ▲市内21地区で行政懇談会を開催▲淡路島民フォーラムを開催 ▲国生みの館が完成 ▲潮美台地区公民館が完成 ▲いぶし瓦の魚礁を設置▲広域防災拠点が完成

謹
賀
新
年

平
成
20
年
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「
幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
」
親
子
で
ふ
れ
あ
い

　

親
子
関
係
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
六
つ
の
幼
稚
園
が
合
同

で
、「
幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
in
西
淡
」

を
市
内
二
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
日
、
松
帆
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
の
「
親
子
遊
び
」
で
は
、

親
子
約
三
百
人
が
参
加
。
講
師
に

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
体
操
の
お
兄
さ
ん
・
米

田
和
正
さ
ん
ら
を
招
い
て
、
親
子

で
歌
や
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
淡
公
民
館
で
の
「
造

形
展
」で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー

マ
に
園
児
が
制
作
し
た
絵
画
や
造

形
作
品
等
を
展
示
。
心
温
ま
る
ユ

ニ
ー
ク
な
力
作
が
並
び
、
多
く
の

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

（
二
十
四
頁
の
「
ぼ
く
と
わ
た
し

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
参
照
）

▲結婚式場のチャペルでセンスアップ講座

独
身
男
女
の
「
出
会
い
の
場
」
創
出

　

独
身
男
女
の
出
会
い
・
交
流

の
場
を
創
出
す
る
「
ハ
ッ
ピ
ー

マ
ジ
ッ
ク
の
会
」（
事
務
局
：
南

あ
わ
じ
市
少
子
対
策
課
）
で
は
、

十
一
月
十
八
日
、
南
淡
路
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
、
初
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
自
分
磨
き
の
た
め
、「
プ

ロ
が
教
え
る
男
と
女
の
出
会
い
と

は
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
師
か
ら

魅
力
ア
ッ
プ
す
る
恋
愛
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
後
、
ケ
ー
キ
を

食
べ
な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
く
フ

リ
ー
ト
ー
ク
。
ゲ
ー
ム
を
交
え
な

が
ら
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

十
二
月
十
三
日
に
は
「
年
忘
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
中
華
料
理
「
海

邦
」
で
開
催
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

は
、会
員
ら
で
取
り
組
ん
で
行
き
、

今
後
も
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
（
十
四
頁

に
募
集
記
事
）
や
野
外
グ
ル
メ
体

験
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
少
子

対
策
課
（
☎
44
・
３
０
４
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会

▲仲良くゲームで楽しむ親子

▲有意義な意見が出された職員提案評価委員会

市
職
員
が
新
た
な
行
政
施
策
な
ど
を
提
案

　

最
近
の
社
会
情
勢
の
変
化
は
め

ざ
ま
し
く
、
こ
の
変
化
に
対
応

し
、
多
様
な
行
政
課
題
に
立
ち
向

か
う
人
材
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
本
年
度
よ

り
職
員
が
市
民
の
た
め
に
、
市
政

を
推
進
す
る
自
覚
を
持
ち
、
新
し

い
行
政
課
題
に
挑
戦
す
る
と
と
も

に
、
行
政
・
施
策
へ
の
益
々
の
積

極
的
な
参
画
意
識
を
醸
成
し
、
志

気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
南
あ
わ

じ
市
職
員
提
案
制
度
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

十
二
月
五
日
、
第
一
回
目
の
職

員
提
案
評
価
委
員
会
を
開
催
。
職

員
か
ら
事
務
の
効
率
化
や
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て

の
有
意
義
な
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
発
表
に
続
き
、
審
議
が
行
わ

れ
、
部
分
的
に
採
用
す
る
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
今
後
も
職
員
が
既

存
の
枠
組
や
発
想
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
主
的
で
主
体
的
な
提
案
な
ど

が
出
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
積
極

的
な
活
用
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

職
員
提
案
制
度
を
導
入

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て

正
し
く
学
ぶ
「
淡
路
島
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
、

十
二
月
七
日
、
松
帆
小
学
校
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
で
は
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
環
境
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

（
経
済
産
業
省
委
託
）
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
実
践
校
に
指
定
さ
れ
、

外
部
講
師
を
中
心
に
、
子
ど
も
た

ち
に
正
し
い
知
識
を
教
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
最
終
の
本
年
、
島
内
初
の
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
保
護
者
や
関
係
者
ら
が

見
守
る
中
、
二
百
五
十
七
人
の
全

児
童
は
、
学
年
・
ク
ラ
ス
毎
に
、

様
々
な
題
材
を
通
し
て
、
楽
し
く

実
験
を
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。

▲静電気を起こす実験に熱中する児童ら

　

南
あ
わ
じ
市
議
会
は
、
十
一
月

二
十
七
日
開
か
れ
た
第
十
八
回
南

あ
わ
じ
市
議
会
定
例
会（
一
日
目
）

に
お
い
て
、
正
副
議
長
選
挙
を
行

い
、議
長
に
登
里
伸
一
氏（
津
井
）、

副
議
長
に
楠
和
廣
氏
（
松
帆
）
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
の
新
議
長
、
副
議
長
決
ま
る

　

今
年
一
月
に
誕
生
し
た
南
あ

わ
じ
市
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

「
チ
ー
ム
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」
が
、

島
内
初
の
女
性
分
団
「
な
で
し
こ

分
団
」
と
し
て
正
式
に
発
足
し

ま
し
た
。
十
二
月
一
日
、
市
役
所

中
央
庁
舎
で
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
、
真
野
和
典
南
あ
わ
じ
市
消
防

団
長
か
ら
村
野
貴
美
分
団
長
、
青

石
晴
菜
副
分
団
長
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
分
団
は
二
十
名
の
団
員
全
て

が
女
性
。
こ
れ
ま
で
も
火
災
予
防

運
動
の
啓
発
や
、
上
級
救
命
講
習

を
受
講
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
分

団
と
し
て
自
主
的
に
活
動
計
画
が

決
め
ら
れ
る
な
ど
、
益
々
飛
躍
的

な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

村
野
新
分
団
長
は
「
分
団
に

な
っ
て
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
活
動

に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
「
な
で
し
こ
分
団
」
発
足

▲真野団長から辞令を受ける村野分団長（中央）と青石
　副分団長（右）

島
内
初
の
女
性
消
防
分
団

資
源
や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

子
ど
も
を
凶
悪
犯
罪
か
ら
守

る
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
公

用
車
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
。

昨
年
八
月
か
ら
始
ま
り
、
現
在

三
十
一
人
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
九
日
、
中
央
庁
舎

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
、
南
あ

わ
じ
防
犯
協
会
（
会
長
、
中
田
勝
久

市
長
）
か
ら
緑
色
の
ウ
ィ
ン
ド
ブ

レ
ー
カ
ー
が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
揃

い
の
服
装
で
、
活
動
が
容
易
に
視
認

さ
れ
や
す
く
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
果

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

▲市民ボランティアに貸与された緑色ウィンドブレーカー

「
青
パ
ト
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
貸
与　

長
は
、「
住
民
の
尊
い
命
が
救
わ

れ
る
よ
う
、
有
効
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
言
い

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
む
救
命
講

習
の
団
体
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
南
淡
分

署
に
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

淡
路
消
防
保
安
協
会
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

淡
路
消
防
保
安
協
会
は
、
島
内

三
市
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
寄
贈
。
十
二
月
五

日
淡
路
消
防
ビ
ル
で
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
志
田
修
二
会
長
か
ら
中
田

勝
久
市
長
へ
南
あ
わ
じ
市
分
二
台

を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
ブ
ル
ブ
ル

と
細
か
く
震
え
る
「
心
室
細
動
」

と
い
う
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
心
室
細

動
を
取
り
除
く
機
器
で
す
。　

　

式
で
志
田
会
長
は
「
救
命
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切
望

し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
中
田
市

▲志田修二会長（左）から中田市長に渡されるＡＥＤ
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▲小学生たちを指導する山口さん（中央）

マ
ラ
ソ
ン
選
手
・
山
口
衛
里
さ
ん
が
指
導

　

二
〇
〇
〇
年
に
行
わ
れ
た
シ
ド

ニ
ー
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
競
技
で

七
位
に
輝
き
、
現
在
天
満
屋
陸
上

競
技
部
コ
ー
チ
を
務
め
る
山
口
衛

里
さ
ん
を
迎
え
て
、十
二
月
一
日
、

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
」
が
福
良
小

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
派

遣
事
業
の
一
環
と
、
来
年
二
月

二
十
四
日
開
か
れ
る
「
第
二
十
七

回
淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
」
の
募
集
開
始
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
五
歳
か
ら
大
人
ま
で

の
約
百
六
十
人
が
参
加
。
山
口
さ

ん
は
、
腕
を
振
り
太
も
も
を
上
げ

る
運
動
や
、
ス
キ
ッ
プ
を
し
な
が

ら
両
手
を
体
の
前
で
合
わ
せ
る
動

作
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
指
導
。

「
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
怪
我

を
し
な
い
た
め
に
準
備
体
操
や

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
、
体

が
温
ま
っ
て
か
ら
始
め
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

倭
文
庄
田
地
区
で
は
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま

で
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、「
多
様
な
世
代
が
支
え

あ
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
満
ち

た
ま
ち
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、

ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

十
二
月
七
日
に
地
元
住
民
が
中
心

と
な
り
、
地
区
内
の
沿
道
の
花
壇

や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、
パ
ン
ジ
ー
や

ビ
オ
ラ
な
ど
の
花
苗
約
千
ポ
ッ
ト

を
植
え
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

世
代
間
の
交
流
を
楽
し
み
な
が

ら
、
熱
心
に
花
を
植
え
て
い
ま
し

た
。

▲花を植える倭文庄田地区住民

国
民
年
金
保
険
料
は

「
口
座
振
替
」
で

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
ら
れ
る
年

金
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
口
座
振
替
な
ら
納
め
忘
れ

が
な
く
確
実
で
す
。

　

お
申
込
み
は
、
金
融
機
関
等
の

窓
口
へ
。
提
出
時
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
の

届
出
印
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　

２
月
１
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

　

※
必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い

▽
申
込
み

　

市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

第 27回淡路島
うずしおマラソン全国大会
◆開催日　平成20年２月24日（日）雨天決行
◆コース　南淡路うずしおライン（日本陸上競技連盟公認コー

　ス）。スタート・ ゴールは福良小学校

◆ゲスト　松野明美さん（元オリンピックランナー）

◆種目　ハーフマラソン、10㎞、

　５㎞、２㎞。陸連登録者、性別、

　年齢等で部門分け。ファミリー

　の部（幼児３歳以上）もあり

◆参加費　一般３千円、高校生以

　下２千円、ファミリー３千円（２

　人目から千円）。記念品、傷害保険料を含む

◆申込み　総合窓口センター等に備付の申込み用紙に必要事項

　を明記のうえ、参加費を添えて郵便局または大会事務局へ

◆申込期限　１月15日（火）

問大会事務局☎53-1212（西淡庁舎３階委員会室）

う
ず
マ
ラ
募
集
イ
ベ
ン
ト

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動

 

ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発
行

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
と
地

域
で
子
ど
も
を
見
守
る
意
識
を
育

も
う
と
、
南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員

会
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
、
自
治
会
等
を
通
じ
て

各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
小
学
校
区
ご
と

に
作
成
さ
れ
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の
Ａ

二
版
サ
イ
ズ
。
地
元
の
小
学
生
の

写
真
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
作
成
し

た
人
権
標
語
も
数
点
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
権
教
育
課
で
は
「
地
元
の
子

ど
も
の
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、

地
域
で
子
ど
も
を
守
り
、
育
て
る

▲ふれあいカレンダー

こ
と
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

人
権
教
育
課
（
☎
37
・
３
０
１
９
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
中
学
生
が
育
児
体
験▲幼児と楽しくふれあう辰美中学生

　

子
育
て
に
つ
い
て
学
ぶ
「
子
育

て
理
解
講
座
・
育
児
体
験
教
室
」

が
、
辰
美
中
学
三
年
生
の
授
業
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
九
日
松
帆
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
講
座
で

は
、
三
十
六
人
の
生
徒
が
、
子
育

て
学
習
セ
ン
タ
ー
せ
い
だ
ん
に
通

う
親
子
四
十
人
と
、
仲
良
く
ふ
れ

あ
い
ま
し
た
。

　

普
段
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
接

す
る
機
会
が
少
な
い
中
学
生
が
、

命
の
尊
さ
や
子
育
て
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
将
来
健
全
な
親
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
子
ど
も
た
ち
を
抱
っ
こ

し
た
り
、
乗
り
物
や
ボ
ー
ル
、
積

み
木
な
ど
を
使
っ
て
一
緒
に
楽
し

く
遊
び
、
最
後
に
中
学
生
が
動
物

や
花
な
ど
を
形
ど
っ
た
か
わ
い
い

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、

子
ど
も
は
嬉
し
そ
う
に
は
し
ゃ
い

で
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開

　

十
一
月
三
十
日
、
犯
罪
が
多
発

す
る
年
末
に
向
け
南
あ
わ
じ
警
察

署
で
、
年
末
特
別
警
戒
発
隊
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

U
・
21
世
界
選
手
権
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
た
志
知
高
校
の
古

川
育
美
さ
ん
（
榎
列
）
が
一
日
署

長
を
務
め
、
署
員
約
三
十
名
を
前

に
「
市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
署
員
ら
を
視
閲
、
車
両
点

検
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
古
川
さ
ん
は
、
広
田

中
山
峠
に
お
い
て
、
交
通
安
全
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
。
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
交
通
事
故
防

止
運
動
の
チ
ラ
シ
や
花
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
渡
し
な
が
ら
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲交通安全グッズをドライバーに渡す古川さん

　

市
で
は
、「
人
権
尊
重
の
文
化

に
あ
ふ
れ
た
差
別
の
な
い
明
る
い

ま
ち
」
を
目
指
そ
う
と
、
十
二
月

九
日
、三
原
公
民
館
で「
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
で
は
、
市
内
小
中
学

生
の
人
権
作
文
の
表
彰
と
発
表
、

神
戸
朝
鮮
高
級
学
校
舞
踊
部
の
華

や
か
な
朝
鮮
民
族
舞
踊
、
国
際
交

流
協
会
に
よ
る
韓
国
伝
統
茶
の
振

る
舞
い
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
人
権
侵
害
を
紹
介
し
た
映
画

の
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
延
べ
五
百
人
が
訪
れ
、

多
様
な
文
化
や
考
え
方
に
触
れ
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
取
っ
て
い
ま

し
た
。

▲人権作文で表彰を受ける子どもたち

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

人
権
擁
護
委
員

　
退
任
と
就
任

　

人
権
擁
護
委
員
の
仲
野
壽
志
さ

ん
（
榎
列
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

嶋
田
績
さ
ん
（
同
）
が
十
月
一
日

か
ら
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
。

  

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
ら
れ
た
仲
野
さ
ん
に
は
、

十
月
四
日
神
戸
地
方
法
務
局
長
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
日
時　

１
月
20
日
（
日
）

   

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
場
所　

西
淡
公
民
館
２
階

◆
内
容　

▽
「
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
」
実
現

に
向
け
て
、
小
中
学
生
か

ら
公
募
し
た
作
文
の
優

秀
作
品
の
発
表
と
表
彰

式
▽
バ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト

◆
入
場
料　

無
料

問
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

南
あ
わ
じ
市
実
施
委
員

会
事
務
局
（
市
民
課
内
）

☎
43
・
５
０
２
３

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

小
中
学
生
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2008.1.1発行

　

現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
る
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険
料

率
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20

年
１
月
11
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
①
保
護

命
令
制
度
の
拡
充
②
市
町
村
に

対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義

務
等
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
内
閣
府
の
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ

イ

ト
（h

ttp
://w
w
w
.gen

d
er.

go
.jp
/e-vaw

/in
d
ex.h

tm

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

市民懇談会
「議員定数等を考える集い」
　南あわじ市議会では、議員の定数等を調査研究するため、

議員定数等調査特別委員会を設置しています。このたび、

市民の皆さま方と共に意見を交換できる機会として、市民

懇談会を開催します。

　懇談会は市内５か所で開催しますので、ご都合のよい会

場へお越しください。

問議会事務局☎43-5005

保
険
料
率

▽
均
等
割
額　

４
３
，
９
２
４
円

▽
所
得
割
額　

８
・
０
７
％

保
険
料
額

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
で
等
し

く
負
担
す
る
応
益
分
（
被
保
険
者

均
等
割
額
）
と
、
所
得
に
応
じ
て

平
成
20
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

負
担
す
る
応
能
分
（
所
得
割
額
）

の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
所
得
割

額
の
算
定
対
象
所
得
は
、
旧
た
だ

し
書
所
得
（
総
所
得
金
額
等
に
基

礎
控
除
33
万
円
を
差
し
引
い
た

額
）
を
基
準
と
し
ま
す
。（
表
）

　

保
険
料
額
は
年
50
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。

【
参
考
】

　

一
人
当
た
り
平
均
保
険
料
額

　

▽
年
額　

８
１
，
４
０
０
円

　

▽
月
額　
　

６
，
７
８
３
円

保
険
料
の
軽
減

▽
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ

て
、
保
険
料
の
応
益
分
（
被
保
険

者
均
等
割
額
）
に
つ
い
て
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
が
確
認
で
き
て
い
る
被
保

険
者
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要

が
な
く
適
用
さ
れ
ま
す
。
未
申
告

等
で
所
得
が
確
認
で
き
て
い
な
い

被
保
険
者
は
、
簡
易
申
告
等
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
同
一
世
帯
の
世

帯
主
も
所
得
の
確
認
が
必
要
）。

　

軽
減
の
割
合
は
、
同
一
世
帯
内

の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の
総
所

得
金
額
等
を
も
と
に
左
表
の
基
準

に
よ
り
ま
す
。

▽
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
へ
の

軽
減

　

資
格
取
得
日
の
前
日
に
お
い
て

被
用
者
保
険
（
健
保
、
船
保
、
各

共
済
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

は
、
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
以

降
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間

に
限
り
、
被
保
険
者
均
等
割
額
の

５
割
が
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
は
課

せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
20
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
は
保
険
料
を
徴
収
せ
ず
、
20

年
10
月
か
ら
21
年
３
月
ま
で
は
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

現
在
の
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
の
納
め
方
と
同
様
に
、
原
則
と

し
て
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
支
払

わ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
、
年
金
か

ら
の
徴
収
は
行
わ
れ
ず
、
納
付
書

や
口
座
振
替
等
に
よ
り
、
市
に
対

し
、
個
別
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
（
普
通
徴
収
）。
①
年
金
額
が

年
額
18
万
円
未
満
の
人
②
介
護
保

険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
合
わ
せ
た
額
が
、
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
人
③
20
年
４
月

２
日
以
降
に
新
た
に
資
格
を
得
る

人
（
一
定
期
間
、
普
通
徴
収
）。

　

な
お
、
現
在
、
加
入
さ
れ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
や
、

会
社
の
健
康
保
険
の
保
険
料
に
代

わ
っ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険

の
資
格
は
喪
失
し
ま
す
。
保
険
料

が
二
重
に
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

納
付
の
開
始
時
期

▽
特
別
徴
収
の
人　

20
年
４
月
１

日
現
在
で
75
歳
以
上
の
人
で

あ
っ
て
、
年
金
か
ら
の
徴
収
の

対
象
と
な
る
人
に
つ
い
て
は
、

20
年
４
月
支
給
分
の
年
金
か

ら
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

▽
普
通
徴
収
の
人　

20
年
７
月
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
（
今
後
、
市
の
条
例
で
納
期

を
決
定
し
ま
す
）。

保
険
料
額
の
通
知

　

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
20

年
７
月
に
送
付
し
ま
す
。（
特
別

徴
収
の
人
は
、
仮
徴
収
額
の
決
定

通
知
書
を
20
年
４
月
初
旬
に
送
付
）

被
保
険
者
証
の
送
付

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
被

保
険
者
証
は
20
年
３
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
（
申
請
手
続
き
不
要
）。

　

20
年
４
月
１
日
以
降
に
医
療
を

受
け
る
場
合
は
、
新
し
い
被
保

険
者
証
で
医
療
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
☎
０
７
８
・
３
２ 

６
・
２
６
１
２
、
南
あ
わ
じ
市

保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

対
象
は
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
で
広
域
連
合
で
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
）
の
人

20
・
21
年
度
の
保
険
料
率
が
決
定

７割軽減 基礎控除額（33万円）以下

５割軽減

基礎控除額（33万円）＋
24.5 万円×被保険者数（被
保険者である当該世帯主を
除く）以下

２割軽減
基礎控除額（33万円）＋
35万円×被保険者数　以下

※国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公
　的年金等控除を受けた人は、高齢者特別控除（総所
　得金額等から15万円を控除）が適用されます。

低所得者への軽減割合

一人当たりの保険料額＝

＋
均等割額  　43,924円

所得割額
（前年の総所得金額等
ー基礎控除33万円）

× 8.07％

( 年額 )
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
登
載
申
請
書
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
、
３

月
31
日
を
も
っ
て
確
定
。
翌
年
３

月
30
日
ま
で
の
１
年
間
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

登
載
申
請
書
は
、
12
月
に
農
会

長
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
へ
の
提
出
期
限
は
、
１

月
10
日
ま
で
で
す
。
記
載
例
を
参

考
に
記
入
の
う
え
、
押
印
し
て
農

会
長
（
灘
地
区
は
自
治
会
長
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙

権
を
有
す
る
に
は
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
②
年
齢

が
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
に
つ
き
耕
作
す
る
方
、
若
し
く

は
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
方

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
43
・
５
０
０
４
、

　

農
業
委
員
会
☎
43
・
５
０
２
９

男女共同参画入門セミナー・
市民のつどい
　「男女共同参画社会」についての基本的な知識を習得し、

身近な問題として理解してもらうため、南あわじ市と市連合

婦人会、兵庫県等が共催で講座を開設します。（受講無料）

◆定員　各回約50人　

◆申込み　少子対策課☎ 44-3040
※３回シリーズのセミナーですが、１～２回だけの参加も可

開催日 時　間 場　所

１月25日（金）午後７時 三原市民センター１階

１月26日（土）
午後１時30分 沼島総合開発センター２階

午後７時 南淡公民館３階

２月２日（土） 午後７時 西淡第２庁舎１階「集会室」

２月５日（火） 午後７時 緑市民センター３階

回 日程・場所 内　容

１
２月６日（水）
午後２時～４時
南淡公民館

「" わたしらしさと " と＂あなたら
しさ＂」県立大学環境人間学部教授
勝木洋子

２
２月14日（木）
午後２時～４時
西淡保健センター

「暮らしやすいふるさとづくり」
尼崎市立女性・勤労婦人センター所
長　須田和

３
２月27日（水）
午後２時～４時
三原公民館

「いっしょにつくりましょう！明日
のふるさと」県立男女共同参画セン
ター所長中野則子、ほか事例発表

配
偶
者
暴
力
防
止

法
が
改
正

第45回淡路農林水産祭

◆日時　１月15日（火）

　午前10時～午後３時

◆場所　伊弉諾神宮（淡路市）

◆内容　農林水産物の展示即売会、

今年の豊作を占う粥占祭など

問洲本農林水産振興事務所☎26-2099
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ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）と
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
・
納
税

等
が
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
で
す
。

利
用
に
必
要
な
も
の

▽
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
る
環
境

▽
電
子
証
明
書

▽
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

利
用
方
法

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
開

き
、
必
要
事
項
を
入
力
し
、
申
告
。

電
子
申
告
だ
け
の
特
典

▽
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
併
せ
て
確
定
申
告

期
限
内
に
送
信
し
た
場
合
、
所

得
税
額
か
ら
最
高
５
千
円
を

控
除
で
き
ま
す
（
平
成
19
年
分

ま
た
は
平
成
20
年
分
の
い
ず

れ
か
１
回
）。

▽
平
成
19
年
分
以
後
の
所
得
税
の

電
子
申
告
か
ら
、
医
療
費
控
除

の
領
収
書
や
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
等
の
一
定
の
第
三

者
作
成
書
類
の
添
付
を
省
略

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
た
だ
し
申
告
期
限
か
ら
3
年

間
書
類
保
存
が
必
要
で
す
）。

◆
詳
し
く
は
、
国
税
庁
・
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.e-tax.n

ta.go
.jp

）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ｅイ

ー―
Ｔタ

ッ

ク

ス

ａ
ｘ
で
ら
く
ら
く
確
定
申
告

　

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
、

住
民
税
の
所
得
割
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場

合
は
、
翌
年
度
の
住
民
税
の
所
得

割
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

均
等
割
（
年
額
４
千
８
百
円
）
か

ら
は
控
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

20
年
以
降
、
住
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎

年
申
告
が
必
要

で
す
。

申
告
方
法

　

20
年
３
月
17
日
ま
で
に
、
20

年
1
月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
へ
「
市
町
村
民
税
道

府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
。

　

な
お
、
18
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
ま
た
は
年
末
調
整
で

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
に
は
、
12
月
下
旬
に

控
除
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
届
い
て
い
な
い
方
は
、
市

役
所
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
実
際
に
控
除

が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、

19
年
分
で
の
計
算
に
な
り
ま
す

の
で
、
申
告
書
が
届
い
た
か
ら

対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
19
年
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
・
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方
」
と
「
平
成
19
年
に
所

得
が
減
っ
て
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
」
は
市
町
村
へ
の
申
告
に
よ
り
、
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

が
減
額
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
期
限
内
に
申
告
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
所
得
税
・
住
民
税
が
変
更

①
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

①
②
の
該
当
者
は
、
申
告
で
住
民
税
が
減
額

②
平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方

住宅借入金等特別控除申告書の提出

所得税の確定申告を
されない方（給与所得
者で、会社で住宅ローン
控除を年末調整済みの方）

源泉徴収票を添付して市区町村へ提出（源泉
徴収票の摘要欄の住宅借入金等特別控除可能額に
記載が無い場合、住民税での控除額はありません）

所得税の確定申告を
される方

所得税の確定申告書とともに税務署または市
役所へ提出。年末調整済みの給与分を含めて
確定申告される方は、年末残高が分かるもの
も添付（年末残高証明書のコピー等）

住民税の住宅ローン控除の申告方法

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の

影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響

の
み
を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、

既
に
納
付
済
み
の
19
年
度
分
の
住

民
税
額
か
ら
、
増
額
と
な
っ
た
住

民
税
相
当
額
を
還
付
し
ま
す
。

　

住
民
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
19
年
中
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
や
海
外
へ
転
出
さ
れ
て
20

年
１
月
１
日
現
在
、
国
内
に
居
住

さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
こ
の
経

過
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
対
象
者　

次
の
①
②
の
ど
ち
ら

に
も
該
当
す
る
方

①
19
年
度
に
お
い
て
、
市
・
県
民

税
の
課
税
所
得
金
額
（
申
告
分

離
課
税
分
を
除
く
）
が
、
所
得

税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の

合
計
額
と
比
べ
、
多
い 

②
20
年
度
に
お
い
て
、
市
･
県
民

税
の
課
税
所
得
金
額
（
申
告
分

離
課
税
分
を
含
む
）
が
、
所
得

税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の

合
計
額
と
比
べ
、
そ
れ
以
下
に

な
る

※
寄
付
金
控
除
額
な
ど
の
人
的
控

除
以
外
の
控
除
額
が
増
加
し

た
方
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な

ど
に
よ
っ
て
所
得
税
が
課
税

さ
れ
な
く
な
っ
た
方
に
は
、
こ

の
経
過
措
置
は
適
用
に
な
り

※
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

問税務課
☎ 43-5022

ま
せ
ん
。

▽
申
告
方
法　

20
年
７
月
１
日
〜

７
月
31
日
の
間
に
、
19
年
度
市

･
県
民
税
を
課
税
し
て
い
る

市
町
村
に
申
告

※
平
成
19
年
と
平
成
20
年
の
１
月

１
日
現
在
、
南
あ
わ
じ
市
在
住

の
対
象
者
へ
は
、
税
務
課
か
ら

20
年
6
月
末
頃
に
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
19
年
中
に
南
あ

わ
じ
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
方

は
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
請
求

し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い

公
用
車
を
売
却

　

公
用
車
２
台
を
、
制
限
付
一
般

競
争
入
札
方
式
（
提
出
は
持
参
）

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

▽
売
却
車
両　

ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー

ス
カ
ス
タ
ム
、
ス
ズ
キ
ジ
ム
ニ

４
Ｗ
Ｄ

▽
受
付
期
間　

１
月
15
日
（
火
）

〜
21
日
（
月
）

▽
物
件
の
確
認　

1
月
15
日（
火
）

午
後
１
時
〜
５
時
南
淡
庁
舎

公
用
車
駐
車
場

▽
説
明
書
配
布　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

◆車種＝スズキジムニ４ＷＤ
◆初年登録年月＝平成10年
◆車検満了日＝平成21年1月29日
◆走行距離＝55,940㎞(11月末現在)

◆車種＝トヨタハイエースカスタム
◆初年登録年月＝平成5年5月
◆車検満了日＝平成20年6月5日
◆走行距離＝131,109㎞(11月末現在)

住民税の住宅ローン控除のしくみ増額となった住民税相当額還付のしくみ

お知らせ
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◆
兵
庫
県
高
等
学
校
相
撲
新
人

　

大
会

（
11
月
11
日
、
姫
路
市
中
央
体
育
館
、
関

係
者
分
）

【
個
人
戦
の
部
】
①
池
尻
実
（
柳
学
園
高

校
）
③
南
聖
也
（
市
川
高
校
、神
代
出
身
）

※
池
尻
さ
ん
は
、
団
体
戦
で
も
優
勝
を

果
た
し
、
三
月
に
高
知
県
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
へ
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
中
学
校
新
人
相
撲

　

競
技
大
会

　
　
（
11
月
11
日
、
姫
路
市
中
央
体
育
館
）

▽
団
体
の
部
①
三
原
中
学
校
（
福
岡
翔

輝
、
斉
藤
佑
弥
、
高
田
巧
）
▽
個
人
の

部
①
斉
藤
佑
弥
②
福
岡
翔
輝
④
高
田
巧

◆
ゴ
ー
セ
ン
杯

　

淡
路
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
11
月
17
・
18
日
、
南
あ
わ
じ
市
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
他
）

【
男
子
の
部
】
1
部
▽
①
前
川
・
福
住
（
津

名
高
校
Ｏ
Ｂ
）
②
平
野
・
山
本
（
オ
ニ

オ
ン
ズ
）
③
増
山
・
筒
井
政
（
同
）、小
泉
・

筒
井
裕
（
同
）
▽
２
部
①
西
木
・
新
居
（
加

茂
名
中
学
）
②
岩
佐
・
井
上
（
阿
波
中
学
）

③
吉
本
・
岡
本
（
同
）、
鈴
木
啓
・
鈴
木

雄
（
市
場
中
学
）

【
女
子
の
部
】
1
部
▽
①
新
開
・
坪
内
（
抽

抽
栄
会
、
富
岡
東
高
校
）
②
前
川
・
中

山
（
Ｙ
Ｆ
Ｔ
）
③
庄
野
・
荒
岡
（
富
岡

東
高
校
）、
加
藤
・
高
田
（
同
）
▽
２
部

①
三
木
・
新
居
（
市
場
中
学
）
②
大
谷
真
・

大
谷
有
（
五
色
中
学
）
③
古
本
・
田
井
（
市

場
中
学
）、
植
田
・
中
西
（
同
）

◆
B
＆
G
会
長
杯
少
林
寺
拳
法

　

淡
路
大
会

（
11
月
25
日
、
南
淡
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
）

【
組
演
武
の
部
】
▽
低
学
年
①
庭
野
梨

優
・
志
知
凱
斗
（
北
淡
）
②
坂
東
慶
希
・

五
島
柊
馬
（
中
部
）
③
松
永
元
太
・
長

尾
映
哉
（
南
淡
）
▽
中
学
年
①
原
昴
平
・

西
美
穂
（
中
部
）
②
伊
藤
聖
・
伊
藤
新

（
北
淡
）
③
逢
坂
悠
斗
・
松
原
宏
太
（
中

部
）、
上
田
将
史
・
山
口
亮
司
（
三
原
）

▽
高
学
年
①
大
植
雄
貴
・
吉
田
秀
樹
（
淡

路
緑
）
②
坂
東
樹
・
福
岡
大
輝
（
淡
路
緑
）

③
相
田
誠
二
・
中
浜
竜
登
（
淡
路
北
）、

原
敦
也
・
近
藤
惇
揮
（
淡
路
緑
）
▽
中
・

高
・
一
般
①
中
野
大
・
上
野
勝
弘
（
北
淡
）

②
西
由
希
・
山
本
佳
奈
（
中
部
）

【
団
体
演
武
の
部
】
①
淡
路
緑
支
部
Ａ
②

淡
路
中
部
支
部
Ａ
③
北
淡
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
淡
路
三
原
支
部

【
単
独
演
武
の
部
】
▽
少
年
①
落
合
佑
太

郎
（
三
原
）
②
福
岡
大
輝
（
淡
路
緑
）

③
原
昴
平
（
中
部
）、
上
田
将
史
（
三

原
）
▽
中
学
①
土
井
康
輔
（
三
原
）
②

近
藤
一
輝
（
淡
路
緑
）
③
西
由
希
（
中

部
）
▽
高
校
・
一
般
①
高
田
知
弥
（
南
淡
）

②
上
野
勝
弘
（
北
淡
）

【
乱
捕
の
部
優
秀
賞
】
▽
５
年
生　

菅
翔

梧
（
南
淡
）
落
合
佑
太
郎
（
三
原
）
仲

野
裕
生
（
同
）
藤
原
佑
真
（
同
）
丸
添

任
城
（
同
）
相
田
誠
二
（
淡
路
北
）
▽

６
年
生　

坂
東
樹
（
淡
路
緑
）

【
団
体
総
合
】
①
中
部
②
淡
路
緑
③
北
淡

◆
三
原
地
区
少
年
野
球
リ
ー
グ

　
　
　
（
11
月
25
日
、
三
原
健
康
広
場
）

▽
1
部
①
神
代
ク
ラ
ブ
②
お
の
こ
ろ
ク

ラ
ブ
▽
２
部
（
５
年
生
以
下
）
①
お
の

こ
ろ
ク
ラ
ブ
②
神
代
ク
ラ
ブ
、
八
木
ク

ラ
ブ
▽
個
人
賞　

Ｍ
Ｖ
Ｐ
藤
岡
悠
（
神

代
）、
最
多
勝
利
賞　

中
道
友
規
（
お
の

こ
ろ
）、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞　

赤
松
龍
弥

（
八
木
）・
上
田
寛
貴
（
三
原
）、
最
多
安

打
賞　

数
田
大
貴
（
お
の
こ
ろ
）、
敢
闘

賞
（
１
部
）
濱
口
大
輔
（
お
の
こ
ろ
）・

上
田
寛
貴
（
三
原
）・
坂
拳
弥
（
神
代
）・

下
野
嵩
人
（
八
木
）、（
２
部
）
杉
本
郁

弥
（
お
の
こ
ろ
）・
山
中
悠
暉
（
三
原
）・

木
田
佑
哉
（
神
代
）・
柏
木
祐
希
（
八
木
）

◆
南
あ
わ
じ
市
家
庭
婦
人

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
（
12
月
２
日
、
三
原
健
康
広
場
）

▽
1
部
①
北
阿
万
②
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ

ン
▽
２
部
①
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
②
蘭
ク

ラ
ブ

◆
西
淡
少
年
野
球
カ
ー
ニ
バ
ル

（
11
月
25
日
・
12
月
２
日
、
丸
山
公
民
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
高
学
年
の
部
①
丸
山
ク
ラ
ブ
②
湊
ク
ラ

ブ
③
松
帆
ク
ラ
ブ
▽
低
学
年
の
部
①
湊
ク

ラ
ブ
②
丸
山
ク
ラ
ブ
③
松
帆
ク
ラ
ブ

◆
各
種
大
会
の
結
果
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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有
料
番
組
サ
ー
ビ
ス
（
デ
ジ

タ
ル
）
加
入
予
約

　

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
の
魅
力
を

い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
で
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
よ
る
新
し
い
有
料
番
組

サ
ー
ビ
ス
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
詳
細
は
、
１
月
中
旬
か
ら
自

主
放
送
（
３
ch
）
と
新
聞
折
込
チ

ラ
シ
で
案
内
す
る
予
定
で
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

緑
・
南
淡
エ
リ
ア
の
ケ
ー
ブ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
予
約

　

西
淡
・
三
原
エ
リ
ア
で

２
千
３
百
件
の
加
入
実
績
が
あ
る

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
ケ
ー
ブ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
。
緑
・

南
淡
エ
リ
ア
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
張

は
、
４
月
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
低
料
金
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る

初
心
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
加
入

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

１
月
中
旬
か
ら
の
自
主
放
送
（
３

ch
）
と
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
案
内

す
る
予
定
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
電
話
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

緑
・
南
淡
エ
リ
ア
の
宅
内
工
事

が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
（
約
七

割
完
了
）。
各
庁
舎
な
ど
の
公
共

施
設
の
工
事
も
、
ほ
ぼ
完
了
し
て

い
ま
す
。
加
入
者
間
の
電
話
は
、

通
話
料
無
料
の
ケ
ー
ブ
ル
電
話
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問 

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
☎
43
・

２
３
４
５

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
か
ら
お
知
ら
せ

　臨時職員・パート職員募集

職 種 学校用務員 学校用務補助員 給食センター
調理員

文化体育館施
設管理運営員

活性化ｾﾝﾀｰ夜
間施設管理員

給食センター
調理員

給食センター
配送員

募集人数 ６人 １人 ２人 ４人 １人 １人 １人

応募資格 ①南あわじ市在住者②普通自動車運転免許取得者

①南あわじ市または
洲本市在住者。左記
②。③調理師免許取
得者。④パソコン基
本操作が出来る方

左記①②と同じ

勤 務 先 南あわじ市立小学校または中学校
給食センター
（神代）

文化体育館
松帆活性化セン
ター

南あわじ市・洲本市小中学校組合
給食センター（広田）

業務内容 学校用務 学校用務補助 学校給食調理 施設管理運営 夜間の施設管理
学校給食調理、
事務

給食の配送、
調理等の補助

雇用期間 20年 4月 1日～ 9月 30日（更新有） 20年4月1日～9月30日（更新有）

勤務時間
8:00 ～ 16:45 10:00 ～ 14:00 8:00 ～ 16:30 8:00 ～ 21:00

間の６時間
17:30 ～ 22:00 8:00 ～ 16:45 8:00 ～ 15:45

休 日
土・日曜日、祝
日

土・日曜日、祝日、春・夏・冬休
み期間

月曜日及び週１
日程度

週２日程度
土・日曜日、祝
日

土・日曜日、祝日、春・
夏・冬休み期間

賃 金
（交通費別

途 支 給 ）

月額 141,900 円 時給 900円　
時給 900円（調
理師免許取得者
は時給 950円）

時給870円（8:00
～ 19:00）、時給
957 円（19:00
～ 21:00）

時給870円（17:30
～ 19:00）、 時 給
957 円（19:00 ～
22:00）

月給 146,700円 時給 900円

そ の 他 加入保険の詳細については、お問い合わせください。 社会保険・雇用保険・労災保険

試験方法 面接試験 面接試験

問合せ・
申込み先

教育総務課（住所 :湊 90-1）
☎ 37-3017

学校給食セン
ター（住所 : 神
代 地 頭 方 31）
☎ 42-4407

生涯学習文化振興課（住所：湊
90-1）☎ 37-3020

南あわじ市・洲本市小中学校組合
教育委員会教育総務課（住所：湊
90-1）☎ 37-3017

◆申込方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、各申込み先へ郵送または持参（必ず希望する職種を明記）
◆募集期間　１月４日（金）～１月18日（金）必着
◆試 験 日　募集締め切り後、各応募者に通知します。

　

熟
練
技
術
士
の
能
力
を
競
い
合

う
「
兵
庫
県
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」

が
十
月
二
十
八
日
、
神
戸
市
で
行

わ
れ
、壁
装
の
部
（
ク
ロ
ス
貼
り
）

で
野
上
卓た
く
お大
さ
ん
（
市
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。
来
年
三
月
に
兵
庫
県

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
有
力

候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
上
さ
ん
は
、
業
界
団
体
の
推

薦
を
受
け
県
大
会
に
出
場
。
競
技

で
は
、
施
工
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確

さ
で
競
い
合
い
、
多
く
の
年
配
熟

練
者
を
退
け
、
見
事
栄
冠
を
獲
得

し
ま
し
た
。

野
上
さ
ん
、
県
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
優
勝

税務課からのお知らせ
　　　　　　　問税務課☎43-5022

◆償却資産の申告書提出は、
　１月31日（木）まで
　お手元に申告書が届いていない場
合や、不明な点がある場合は、お問
い合わせください。提出先は、総合
窓口センター、税務課まで。

◆家屋を滅失されたときは
　家屋滅失届の提出をお願いしま
す。提出先は、税務課まで。

◆市・県民税 ４期の納期は、
　１月31日（木）まで
　口座振替が安心・便利です。申込
は、総合窓口、市内各金融機関へ。

廃
食
油
（
て
ん
ぷ
ら
油
）

の
回
収
つ
い
て

▽
回
収
日
時　

毎
月
第
１
火
曜

日
午
前
９
時
〜
正
午

※
１
月
は
１
月
８
日

▽
回
収
場
所　

市
役
所
各
庁

舎
・
連
絡
所
等

※
沼
島
出
張
所
、
灘
連
絡
所
は

偶
数
月
の
み

▽
回
収
方
法　

専
用
の
ポ
リ
タ

ン
ク
へ
入
れ
る

問
生
活
環
境
課

　

☎
43
・
５
０
２
４

▲池尻さん

▲野上さん
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集

ご
案
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ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

体
験
ツ
ア
ー

◆
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
（
独
身
男

　
女
の
会
）
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

▽
対
象　

独
身
の
男
女
約
30
人

▽
日
程　

２
月
16
日
（
土
）
午
前

５
時
30
分
・
市
役
所
中
央
庁
舎

前
出
発
、
途
中
Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
乗

車
、
鷲
ヶ
岳
ス
キ
ー
場
（
岐
阜

県
）
着
。
1
泊
、
翌
日
午
後
９

時
過
ぎ
帰
着

▽
参
加
費　

２
万
３
千
円 

（
交
通

費
、
宿
泊
費
、
傷
害
保
険
、
リ

フ
ト
1
日
券
含
む
）

▽
申
込
み　

少
子
対
策
課
☎
44
・

３
０
４
０
。
１
月
18
日
締
切

◆
商
工
会
青
年
部
主
催
・
親
子
雪

体
験
日
帰
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

▽
対
象
者　

小
学
生
以
下
の
親
子

▽
定
員　

60
人
（
先
着
）

▽
日
程　

２
月
16
日
（
土
）
午
前
５

時
30
分
・
市
役
所
中
央
庁
舎
前
出

発
、
10
時
・
ハ
チ
高
原
ス
キ
ー
場

（
予
定
）
着
。
午
後
９
時
頃
帰
着

▽
参
加
費　

大
人
５
千
円
、
小
人

２
千
円
（
リ
フ
ト
代
、
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
等
は
含
み
ま
せ
ん
）

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
商
工
会

青
年
部
☎
42
・
４
７
２
１
。

   

１
月
19
日
締
切

◆
南
野
協
主
催
・
ふ
れ
あ
い

　
Ｓ
＆
Ｂ
ツ
ア
ー
（
２
泊
３
日
）

▽
対
象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▽
定
員　

80
人
（
先
着
）

▽
日
程　

２
月
９
日
（
土
）
午
前

５
時
30
分
市
役
所
中
央
庁
舎

前
出
発
、鷲
ヶ
岳
ス
キ
ー
場（
岐

阜
県
）
泊
。
11
日
（
祝
・
月
）

午
後
２
時
ま
で
フ
リ
ー
。
同
日

午
後
８
時
頃
帰
着

▽
参
加
費　

大
人
４
万
１
千
円
、
小

学
生
以
下
３
万
３
千
円
、
小
学
生

未
満
４
歳
以
上
１
万
９
千
円
、
４

歳
未
満
５
千
円
（
交
通
費
・
宿
泊

費
・
食
事
代
・
リ
フ
ト
券
代
含
む
）

▽
申
込
み　

１
月
12
日
・
13
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
三
原

公
民
館
１
階
会
議
室
で
受
付
。

参
加
費
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
各
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館
等
に
備
付

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
旅
行
参
加
者

▽
日
程　

１
月
27
日
（
日
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
母
子
家

庭
・
父
子
家
庭
の
親
子

▽
参
加
費　
【
12
歳
以
上
】
４
千

円
、【
４
歳
〜
11
歳
】
２
千
円
（
３

歳
以
下
は
無
料
）
※
婦
人
共
励

会
に
年
会
費
未
納
の
方
は
、
別

途
５
百
円
必
要
。
会
場
で
は
自

由
行
動
（
昼
食
用
意
な
し
）

▽
募
集
人
数　

先
着
25
人

▽
申
込
期
限　

１
月
15
日
（
火
）

問
市
婦
人
共
励
会
事
務
局
（
福
祉

課
内
）
☎
44
・
３
０
１
２

第
28
代
ク
ィ
ー
ン
淡
路

　

洲
本
市
観
光
協
会
で
は
、
淡
路

島
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ク
イ
ー
ン

淡
路
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　

２
人

▽
任
期　

３
月
か
ら
１
年
間

▽
応
募
期
限　

２
月
６
日
（
水
）

問
洲
本
市
観
光
協
会

　

☎
22
・
０
７
４
２

地
元
の
星
・
加
地
亮
選
手
応

援
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦
会

　

サ
ッ
カ
ー
・
日
本
代
表
の
加
地

亮
選
手
（
南
あ
わ
じ
市
出
身
）
を

応
援
し
ま
せ
ん
か
？

①
チ
リ
戦　

１
月
26
日
（
土
）
午

後
７
時

②
ボ
ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
戦

１
月
30
日
（
水
）
午
後
７
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

が
ん
ば
れ
！
私
設
応

援
団
（
河
辺
）
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・

５
５
７
９　

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
等
は
、
26
万
８
千
円
以
下
）

▽
阿
那
賀
団
地
（
阿
那
賀
）　

　

１
戸
、
A
２
棟
２
０
２
号
、
３
Ｄ

Ｋ
（
単
身
不
可
）、
平
成
２
年
度

建
築
。
家
賃
月
額
１
万
８
千
３
百

円
〜
４
万
２
百
円
、
駐
車
料
１

台
月
額
２
千
５
百
円

▽
津
井
団
地
（
津
井
）　

１
戸
、
C

棟
２
号
、
３
K
、
２
階
建
（
室
内

階
段
）
単
身
不
可
、
昭
和
59
年
度

建
築
。
家
賃
月
額
１
万
４
千
８
百

円
〜
３
万
２
千
６
百
円

▽
富
田
団
地
（
神
代
富
田
）

　

１
戸
、
C
棟
４
０
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

（
単
身
不
可
）、
平
成
７
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
１
千
６
百

円
〜
４
万
７
千
４
百
円

▽
福
良
漁
民
住
宅
〔
福
良
丙
、
風

呂
な
し
（
既
設
改
造
あ
り
）〕

  
１
戸
、
７
号
３
Ｋ
、
２
階
建
（
室

内
階
段
、
単
身
不
可
）
昭
和
41

年
度
建
築
。
家
賃
月
額
５
千
７
百

円
〜
１
万
２
千
５
百
円
。
漁
業

法
第
２
条
第
２
項
に
定
め
る
漁

業
者
と
漁
業
従
事
者
を
優
先

◆
申
込
期
限　

１
月
15
日
（
火
）

◆
公
開
抽
選
日　

１
月
24
日（
木
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ

見
学
会
と
バ
ザ
ー

▽
日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

雨
天
決
行

▽
場
所　

き
ら
ら
、ウ
イ
ン
ズ（
神

代
浦
壁
）

▽
内
容　

利
用
者
に
よ
る
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
、
淡
路
吹
奏
楽
団
の

演
奏
、
バ
ザ
ー
販
売
（
菓
子
・

パ
ン
・
自
主
製
品
）、
喫
茶
・

食
事
コ
ー
ナ
ー

問
ウ
イ
ン
ズ
☎
43
・
２
８
１
１

未
使
用
の
ゆ
と
り
っ
く
利
用

券
は
交
換
し
ま
す

　

ゆ
と
り
っ
く
の
経
営
は
４
月
か

ら
別
会
社
に
移
り
ま
す
。
有
効
期

限
の
な
い
利
用
券
は
、
２
月
末
で

使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

残
っ
た
回
数
分
を
３
月
以
降
、
新

会
社
の
利
用
券
に
交
換
し
ま
す
。

▽
対
象　

つ
か
っ
て
よ
ね
券
、
回

数
券

問
ゆ
と
り
っ
く
☎
36
・
５
７
８
９

ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
（
賀

集
・
阿
万
地
区
版
）
の
訂
正

　

平
成
19
年
度
の
賀
集
・
阿
万
地

区
版
の
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
訂
正
箇
所　

大
型
ゴ
ミ
（
粗
大

ゴ
ミ
）
の
年
始
受
入
日
、
三
原

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
福
良

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
も

１
月
９
日
（
水
）
か
ら
。【（
誤
）

１
月
２
日
か
ら
】

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

大
鳴
門
橋
記
念
館
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
が
完
成

大
鳴
門
橋

記
念
館
の
愛

称
が
「
う
ず

の
丘
」
に
決

ま
り
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
完

成
し
ま
し
た
。

１
月
か
ら
新
し
い
名
前
で
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
お
食
事
や

お
買
い
物
、
憩
い
の
場
と
し
て
、

今
後
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
う
ず
の
丘
☎
52
・
２
８
８
８

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

3
月
31
日
ま
で
に

▽
対
象
者　

平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

う
ち
公
務
扶
助
料
等
の
年
金
受

給
権
者
が
い
な
い
場
合
、
戦
没

者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親
族

の
う
ち
最
先
順
位
者
１
名

▽
支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10

年
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
窓
口　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
、
連
絡
所

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す

「
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日
」

　
「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
事

故
を
知
ら
せ
る
緊
急
通
報
用
の

番
号
で
す
。
緊
急
を
必
要
と
し

な
い
問
い
合
わ
せ
や
相
談
な
ど

は
、
県
警
な
ん
で
も
相
談
電
話

「
＃
９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

身
体
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
移
動
相
談
（
無
料
）

▽
日
程　

１
月
15
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
＝
三
原
公

民
館
。
１
月
22
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
＝
阿
万
地

区
公
民
館

問
身
体
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
22
・
５
４
４
４

灘
黒
岩
水
仙
郷
周
辺
の

美
化
活
動

▽ 

日
時　

１
月
15
日
（
火
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所　

灘
黒
岩
バ
ス
停
上

駐
車
場
。
一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　15日（火）・28日（月）
　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　10日（木）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎ 43-5023

高齢者の総合相談
（法律相談）
◆日時　11日 ( 金 )・25日（金）
　13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　15日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談）
◆日時　28日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士野口泰

や す し

嗣事務所☎ 26-3123

行政書士による相談
◆内容　農地法・相続・契約など
◆日時　15日（火）13:30 ～ 15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0799-62-4681（井筒）
　　　　　予約必要

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する
　相談等。面接相談を基本とします。
◆日時　21日（月）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎　
◆申込み　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　☎ 22-4152 予約必要

こころのケア相談　
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099 予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099 予約必要

 １月の
　無料相談
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉

第
３
回
南
あ
わ
じ
市
文
化
展

◆
期
間　

１
月
26
日
（
土
）
〜
２

月
３
日
（
日
）。
盆
栽
展
は
１

月
26
日
〜
28
日
午
後
４
時
ま
で

◆
絵
画
の
部

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

ロ
ビ
ー
及
び
大
ホ
ー
ル

▽
出
展
作
品　

１
０
０
点
程
度

◆
写
真
の
部

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
１
・
２
階

ロ
ビ
ー

▽
出
展
作
品　

70
点
程
度

◆
盆
栽
の
部

▽
場
所　

三
原
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

▽
出
展
作
品　

40
点
程
度

◆
書
道
の
部

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

▽
出
品
作
品　

１
０
０
点
程
度

問
南
あ
わ
じ
市
文
化
団
体
連
絡
協

議
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化

振
興
課
内
）
☎
37
・
３
０
２
０

み
ん
な
で
書
初
め
大
会

▽
日
時　

１
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時

▽
対
象　

小
学
生
〜
高
校
生
・
一
般

▽
申
込
締
切　

1
月
５
日
（
土
）
正
午

▽
持
参
品　
【
小
学
３
年
以
上
】

書
道
用
具
一
式
【
小
学
１
・
２

年
】
太
字
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

問
西
淡
公
民
館
☎
37
・
３
０
２
８

南
あ
わ
じ
市
新
春
将
棋
大
会

▽
日
時　

１
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
（
受
付
午
前
９
時
〜
）

▽
場
所　

西
淡
第
二
庁
舎
集
会
室

▽
参
加
費　

小
中
学
生
７
百
円
、

一
般
（
高
校
生
以
上
）
千
円
（
軽

食
代
を
含
む
）

▽
内
容　

有
段
者
の
部（
有
段
者
、

中
学
生
以
上
）、一
般
の
部
（
級

位
者
）、
子
ど
も
の
部
（
二
級

以
下
の
小
学
生
）
で
競
技

問
西
淡
公
民
館
☎
37
・
３
０
２
８

淡
路
人
形
協
会
の
各
種
講
座

◆
三
番
叟
と
能
の
体
験

▽
日
時　

１
月
14
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

市
地
区
公
民
館

▽
内
容　
「
金
剛
流
能
の
翁
と
淡

路
人
形
三
番
叟
」（
講
師
：
飛

松
泰
子
氏
他
）。
能
の
体
験
も

　

　佐礼尾古墳は志

知佐礼尾の丘陵上

にある古墳です。

発掘調査は行われ

ていませんが、６

世紀初め頃（今か

ら約 1500 年前）

の古墳と考えられ

ており、出土した

六
ろくれいきょう

鈴鏡と呼ばれる

鏡が教育委員会で保管されています。

　鏡の大きさは、約 11cmで周りに６個（1個欠損）丸い鈴が

ついているのが特徴です。面白いことに、この鈴の部分は中
ちゅうくう

空

で中には小さな石が入っており、振ると実際に音が鳴るように

なっています。問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

佐さ

れ

お

礼
尾
古
墳

30

2008.1.1発行

シリーズ

で
き
ま
す

◆
上
村
源
之
丞
古
文
書
に
つ
い
て

▽
日
時　

１
月
20
日
（
日
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館
講
義
室

▽
内
容　
「
上
村
源
之
丞
古
文
書

か
ら
」（
講
師
：
松
下
師
仁
氏
）

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
☎
37
・
３
０
２
０

「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」

島
外
公
演
鑑
賞
ツ
ア
ー

▽
日
程　

２
月
17
日
（
日
）

▽
場
所　

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
（
西
宮
市
）

▽
内
容　

淡
路
人
形
座
、
三
原
高

校
、
南
淡
中
学
校
等
が
出
演

▽
募
集
人
数　

50
人
（
先
着
順
。

受
付
開
始
１
月
４
日
午
前
９
時
）

▽
参
加
費　

大
人
５
千
円
、
中
学

生
以
下
３
千
２
百
円
（
昼
食
込
）

◆
申
込
み　

人
形
協
会
事
務
局
☎
37
・

３
０
２
０
、
淡
路
人
形
芝
居
サ
ポ

ー
ト
ク
ラ
ブ
☎
50
・
２
３
８
８

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
勢
揃
い

　

２
月
３
日
ま
で

◆
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
展
、
子
ど
も

版
画
展　

１
月
31
日
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義
経
千
本
桜　

道み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

　

８
月
末
ま
で

年
始
の
業
務
は
、
元
旦
〜
４
日
ま

で
休
み
、
５
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

玉
青
館
「
館
蔵
品
展
２
」

▽
期
間　

３
月
30
日
ま
で

▽
場
所　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
）

▽
内
容　

玉
青
館
収
蔵
品
か
ら
、

●子供に大切なことは、「食卓」で学ばせたい。
大野誠著（現代書林）

お父さん、お母さん、身
近な「食卓」こそ、子ども
の「躾」の大切な現場です。
子どもの躾に大切な食育
32カ条を紹介し、著者
独自の「食育論」を提示す
る。

●てんてんおやすみ
　梅田俊作・梅田佳子作
　（新日本出版社）
緑公民館図書室☎44-3008

●子どもにおくる私のお手伝いの話
鈴木喜代春他編（らくだ出版）

お手伝いは無償の行為であ
るとともに、親と子の信頼
を結ぶきずなでもあり、ま
た将来の「働くこと」の予行
演習でもあります。大人た
ちが自らの「お手伝い体験」
を語り、子どもたちにお手
伝いの大切さを伝えます。

●ダイイング・アイ
　東野圭吾著（光文社）

三原図書館☎43-5037

●おえかきしたいえのぐちゃん
のぶみ作（PHP研究所）

「おいらもクレヨンみ
たいに、たくさん使っ
てもらいたいな」 え
のぐちゃんはクレヨ
ンのことが、うらや
ましいんです。いつ
も使われるのはクレ
ヨンだから。そんな
えのぐちゃんが道具
たちと一緒に…。

●賞味期限がわかる本
　徳江千代子監修（宝島社）

西淡公民館図書室
☎37-3028

●いいことずくめの玉ねぎレシピ
石原結實監修（角川ＳＳコミュニケーションズ）

慢性疾患を改善する素晴らし
い食材・玉ねぎ。石原式玉ね
ぎレシピを紹介するほか、玉
ねぎをまるごと食べるレシピ、
作りおき・使い回しのストッ
クレシピ、もう１品ほしいと
きのプチおかずなど、さまざ
まな玉ねぎレシピを満載。

南淡図書館☎53-0234

●おせちのおしょうがつ
　吉田朋子絵／ねぎしれいこ作
　（世界文化社）

新
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し

い
題
材
や
干
支
を
描
い
た
作

品
を
展
示

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
45
回
天
体
観
測
会
「
オ
リ
オ

ン
座
大
星
雲
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

１
月
13
日
（
日
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
公
民

館
研
修
室
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。

参
加
費
無
料
。
保
護
者
同
伴

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場
（
木

田
徹
）
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・ 

３
８
２
４

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

▽
日
時　

２
月
３
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
開
会
（
受
付
８
時
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場
体
育

館
、
文
化
体
育
館

▽
種
目　

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

（
大
人
男
女
各
１
人
、
小
学
生

２
名
）
②
ト
リ
ム
Ⅰ
部
（
男
女

各
２
人
）
③
ト
リ
ム
Ⅱ
部
（
男

女
各
２
人
で
、
合
計
の
年
齢
が

１
４
０
歳
以
上
） 

④
レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
（
女
子
の
み
）。
チ
ー

ム
の
登
録
人
数
の
上
限
は
、
①

▲佐礼尾古墳から出土した六鈴鏡

　トレーニングルームを利用する場合、初回

のみこの講習会を受講していただきます

●対象者　16歳以上

●講習会受講料　500円

●１講習会定員　６人（完全予約制）

●講習時間　約１時間30分

●利用料金　200円（２回目以降）

※申込みは１月５日（土）午前８時30分

　から電話で受付します。☎ 50-5077

※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

１ 月 12 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

１ 月 18 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

１ 月 19 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

初回トレーニング講習会エアロビクスダンス
　リズムに合わせ楽しく身体を動かしな
がら脂肪を燃焼させ、スタミナアップ

を図りませんか？

◆対象者　16歳以上
◆受講料　10回 5,000円
　（第１回の講習時にいただきます）
◆申込み　文化体育館☎50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

回数 受講日 曜日 時間
第１回 １月 15 日 火

   １９：３０～

第２回 １月 22 日 火
第３回 １月 29 日 火
第４回 ２ 月 ５ 日 火
第５回 ２月 12 日 火
第６回 ２月 19 日 火
第７回 ２月 26 日 火
第８回 ３ 月 ４ 日 火
第９回 ３月 11 日 火
第 10 回 ３月 18 日 火

〜
③
８
人
、
④
６
人

▽
参
加
費　

１
チ
ー
ム
千
円

▽
申
込
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン

ト
し
て
申
込
み
。
ま
た
は
大
会

事
務
局
（
三
原
中
学
校
、
宮
崎

祐
三
）
☎
42
・
１
２
３
９
ま
で

Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集

　

大
型
客
船
で
小
笠
原
諸
島
へ
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
５
百
人
の

仲
間
と
集
団
生
活
を
し
な
が
ら
、

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
海
洋
教
育

等
を
体
験
し
、
海
の
楽
し
さ
や
大

切
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽
期
間　

20
年
３
月
26
日
（
水
）

〜
31
日
（
月
）
５
泊
６
日

▽
申
込
締
切　

1
月
31
日
（
木
）

▽
対
象　

小
学
４
年
〜
中
学
３
年

▽
参
加
費　

12
万
円
前
後

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

みんなの図書館

おすすめ図書
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 ●１月の図書館カレンダー

※○はおやすみです

                  １      2　          3      4       5 

  6      7      8      9    1 0    1 1   1 2

1 3  1 4  1 5  1 6  1 7  1 8  1 9

2 0  2 1  2 2  2 3  2 4  2 5  2 6

2 7   2 8   2 9    3 0   ３１  

日 月 火 水 木 金 土

月末日



広報 

いきいき健康生活

19 18

い
き
い
き
健
康
生
活

問健康課
☎44-3004

2008.1.1発行

１月の健康カレンダー

※「足腰ピンシャン教室」、「お達者教室」、「リハビリ教室」のお問い合わせは、
包括支援センター（☎ 44-3006）まで。それ以外は健康課（☎ 44-3004）へ。

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽症糖尿病
で64歳までの方を対象（要予約）

９ 水  9:00 ～ 16:00 南淡福祉保健センター

28 月 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

７ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
９ 水   〃 緑保健福祉センター
21 月   〃 西淡保健センター
28 月   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
エアロビクス・スト
レッチ体操。64歳まで
の方を対象（要予約）

８ 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター

21 月 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

７ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
７ 月 10:00 ～ 12:00 三原保健センター
８ 火 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター
10 木   9:30 ～ 11:00 西淡保健センター
17 木 13:00 ～ 15:00 沼島総合センター

内容 日 曜日 時間 場所
足腰を鍛える体操
など。65歳以上の
方を対象（要予約）

７ 月 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター

21 月 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
64歳までの機能訓
練を必要とされる方
を対象（要予約）

９ 水 13:30 ～ 15:30 西淡保健センター

23 水 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動

65歳以上の方を対
象（要予約）

８ 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
８ 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
10 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
10 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
22 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
22 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
24 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
24 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所

強い歯・幼児フッ素塗布
（平成16年10月･17年４月生）

８ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成17年10月生）
15 火 13:00～13:15

母親学級 10 木 13:15～13:30
遊びの教室 24 木   9:30～10:00
発達支援相談 24 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（平成18年 11月生）
（平成19年６月生）

９ 水 13:00～13:15 緑保健福祉センター
16 水 〃 西淡保健センター
16 水 〃 南淡福祉保健センター
23 水 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成16年 12月生）

18 金 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（平成18年６月生）

７ 月 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成19年３月生）

11 金 12:30～12:45 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成19年９月生）

25 金 12:30～12:45 西淡保健センター

食育講座
（平成19年８月生）

22 火   9:45～10:00 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病、介護予
防の相談など

24 木   9:30 ～ 11:00 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
男 の 料 理 教 室 ８ 火   9:30 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
愛育班活動 17 木   9:30 ～ 12:00 沼島総合センター

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

１月１日（火） 大森弘之 医師 高田育明 医師

１月２日（水） 穀内勇夫 医師 穀内純江 医師

１月３日（木） 富本喜文 医師 鈴木俊示 医師

１月６日（日） 友清龍一郎 医師 高田育明 医師

１月13日（日） 日笠久美 医師 田中一宏 医師

１月14日（月） 橋田友孝 医師 福田郁夫 医師

１月20日（日） 野村謙一 医師 福原正博 医師

１月27日（日） 福田郁夫 医師 前田昌己 医師

診察日 担当医師 備　考
１月１日（火） 坂口美奈子 医師

　受診前に
電話をおか
けください
☎23ｰ2700

　担当医は
都合により
変更になる
こともあり
ます。

１月２日（水） 田 中 一 宏 医師

１月３日（木） 富 本 康 仁 医師

１月６日（日） 大 橋　 明 医師

１月13日（日） 村 上 龍 助 医師

１月14日（月） 平 山　 毅 医師

１月20日（日） 植村幹二郎 医師

１月27日（日） 坂口美奈子 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

　

例
年
、
秋
口
か
ら
春
に
か
け
て

発
生
の
多
い
の
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
・
食
中
毒
で
す
。　

　

３
月
頃
ま
で
多
く
見
ら
れ
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
電
子
顕
微

鏡
（
写
真
左
）
で
見
な
け
れ
ば
判

ら
な
い
ほ

ど
小
さ
な

ウ
イ
ル
ス

で
、
10
か

ら
１
０
０

個
口
に
入
る
と
感
染
す
る
と
言
わ

れ
、
感
染
力
が
非
常
に
強
い
の
が

特
徴
で
す
。

　

感
染
す
る
と
、
嘔
吐
や
下
痢
、

腹
痛
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
通
常

は
１
〜
３
日
で
回
復
す
る
場
合
が

多
い
で
す
が
、
ひ
ど
い
嘔
吐
や
下

痢
が
続
い
た
場
合
、
脱
水
症
状
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
症
状
が
現
れ
た
ら
、
早

め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
、
脱
水

症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
水
分
を
十

分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
ご
注
意
！

予
防
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

◆
下
痢
・
嘔
吐
等
の
消
化
器
系
症

状
が
あ
る
人
は
、
回
復
す
る
ま

で
調
理
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

◆
排
便
後
や
食
事
直
前
、
調
理
す

る
人
は
調
理
前
、 

調
理
中
も
、

必
ず
石
け
ん
で
手
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う

◆
貝
類
の
生
食
は
控
え
ま
し
ょ
う

◆
吐
物
、
下
痢
便
の
処
理
を
適
正

に
し
ま
し
ょ
う

吐
物
、
下
痢
便
の
処
理
の
方
法

①
使
い
捨
て
手
袋
、
マ
ス
ク
、
エ
プ

ロ
ン
を
着
用
し
、
50
倍
に
薄
め
た

塩
素
系
漂
白
剤
を
準
備

②
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
吐
物
、

下
痢
便
を
き
れ
い
に
拭
き
と
り
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
廃
棄
物

日 曜日 受付時間 場　　所
29 火 11:30～16:00 南 淡 公 民 館

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の運動教
室（筋力向上トレー
ニング、リズム体
操など）

65歳以上の方を対
象（要予約）

８ 火   9:30 ～ 11:30 三原市民センター
８ 火 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
11 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
11 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター
18 金   9:30 ～ 11:30 三原市民センター
18 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
25 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
25 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
介護予防のための
講座（認知症予防、
お口の健康、食事など）
65歳以上の方を対
象（要予約）

17 木   9:30 ～ 11:30 西淡保健センター
17 木 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
21 月   9:30 ～ 11:30 三原保健センター
21 月 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

 ■時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名

月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院

八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 ●平日

　18:00～23:00
●土曜日
　13:00～23:00南淡路病院

が
充
分
浸
る
量
の
塩
素
系
漂
白
剤

を
注
ぎ
入
れ
、
密
封

③
汚
染
さ
れ
た
便
座
や
床
は
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
で
覆
い
、
50
倍
に
薄

め
た
塩
素
系
漂
白
剤
を
上
か
ら
注

ぐ
。
換
気
を
し
な
が
ら
10
分
置
い

て
、
水
拭
き

④
汚
染
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等

は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
封
し
て
廃
棄

⑤
汚
染
さ
れ
た
衣
類
・
シ
ー
ツ
等
は
、

洗
剤
を
入
れ
た
水
の
中
で
静
か
に

も
み
洗
い
後
、
85
℃
１
分
以
上

の
熱
水
洗
濯
、
も
し
く
は
50
倍
に

薄
め
た
塩
素
系
漂
白
剤
で
消
毒
し

て
か
ら
洗
濯
。
す
ぐ
に
洗
え
な
い

布
団
な
ど
は
、
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ

ン
で
加
熱
す
る
な
ど
も
効
果
的
で

す
。
ま
た
、
汚
染
さ
れ
た
衣
類
・

シ
ー
ツ
等
を
洗
っ
た
場
所
も
、
50

倍
に
薄
め
た
塩
素
系
漂
白
剤
で
消

毒
後
、
掃
除
し
て
く
だ
さ
い

※
手
が
よ
く
ふ
れ
る
場
所
は
、

２
０
０
倍
に
薄
め
た
塩
素
系
漂
白

剤
で
拭
き
ま
し
ょ
う
。
金
属
は
さ

び
る
の
で
消
毒
後
、
水
拭
き
し
ま

し
ょ
う

内容 日 曜日 時間 場所

運動教室・栄養教室・
講座（要予約）

21 月   9:00 ～ 12:00 南淡福祉保健センター
21 月 〃 西淡保健センター
21 月 12:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター

発達障害研修会

「乳幼児健診での
　早期発見と支援」

◆日時　１月30日（水）
　午後２時～
◆場所　緑市民
センター２階

　第４・５会議室
◆内容　発達障
害の早期発見

　と早期支援について
◆講師　たなか医院
　田中一宏医師
◆申込期限　１月18日（金）
◆申込み　健康課☎ 44-3004
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子
育
て
仲
間
と
共
に
！

●人　口 53,138人（前月比－19人）
　（男）　 25,660人（前月比－13人）
　（女）　 27,478人（前月比－6人）
●世帯数 18,215世帯（前月比＋19世帯）
　　　　　　　　※平成19年12月1日現在

　

三
歳
ま
で
の
子
育
て
は
、
た
っ

た
三
年
な
の
に
永
遠
に
続
く
よ
う

な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。
そ
の
く
ら

い
大
変
な
仕
事
な
の
で
す
。

　

繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
、
繰
り

返
す
。し
つ
け
は
親
の
修
行
で
す
。

一
度
や
二
度
言
っ
た
だ
け
で
分
か

る
子
は
い
な
い
、
繰
り
返
し
教
え

る
か
ら
ル
ー
ル
が
身
に
つ
く
の
で

す
。命
に
係
わ
る
危
険
な
こ
と
は
、

徹
底
的
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

叱
る
と
き
は
、
だ
ら
だ
ら
は
だ

め
、
そ
の
場
で
目
を
見
て
、
今
の

こ
と
だ
け
叱
っ
て
ね
。 み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 

せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
數田　信介（榎　列）

後藤　正樹（志　知）

魚﨑　義人（伊加利）

前田　雅行（津　井）

藤本　章文（神　代）

新地　重幸（阿　万）

濟藤　靖浩（津　井）

阿部　貴春（阿　万）

淺井　竜宏（松　帆）

興津　隼人（津　井）

西谷　寿洋（淡路市）

井上　正幸（　市　）

洌崎　淑子（洲本市）

島田　裕果（洲本市）

板敷　正恵（徳島県）

林　　真実（賀　集）

中田喜実子（淡路市）

田中　美里（広　田）

北谷　美智（洲本市）

中郷　里香（神　代）

広地　亜紀（洲本市）

小池　有香（福　良）

三宅　美咲（榎　列）

田中　美江（榎　列）

7 月 16 日

11 月 22 日

11 月 22 日

11 月 23 日

11 月 23 日

11 月 23 日

11 月 23 日

11 月 29 日

12 月 2 日

12 月 8 日

12 月 10 日

12 月 12 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
西東　清積

藤田　五一

大本たけこ

伊達　啓子

前川　淑子

宮本しづゑ

大川かずゑ

堤　　 義 男

安田　ヒデ

真野　克之

　　　 有

椿坂きよこ

倭 文

北阿万

広 田

広 田

淡路市

阿 万

阿那賀

神 代

神 代

八 木

市

北阿万

67

80

85

58

58

87

83

82

99

72

80

92

11月 19日

11月 19日

11月 20日

11月 21日

11月 22日

11月 22日

11月 23日

11月 24日

11月 25日

11月 28日

11月 28日

11月 28日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

上野　祐
ゆ う や

哉

樫木　柊
しゅうと

斗

藪　　 吉
きっせい

成

清水　咲
さ ら

来

榎本　桜
か の ん

音

平井　琉
り お ん

温

藤本　佳
か ほ

穂

神木那
な お と

央斗

西 山　　 天
てん

平　　 大
だ い き

輝

銭田　凌
りょうせい

成

中川穂
ほ の か

乃花

豊原　未
め い

唯

堤　　 羽
う た

妙

片 山　　 柊
しゅう

古 田　優
ゆ う き

希

坂本　悠
は る く

貢

新開　悠
ゆ う ひ

陽

柏木　莉
り な

菜

由谷　梨
り あ

愛

柏　　 航
こうへい

平

髙木　美
み さ と

里

山際亜
あ る と

琉斗

稲井　志
し お り

織

奈木　優
ひ な り

育

男
男
男
女
女
男
女
男
男
男
男
女
女
女
男
男
男
男
女
女
男
女
男
女
女

勇 治
典 明
洋 平
貴 光
英 樹
義 輝
敦 士
史 明
浩 二
直 樹
敦 仁
和 幸
大

伸 成
幹 雄
研 二
典 政
英 樹
直 樹
泰 彦
宏 之
敏 行
真 治
良 典
聖

湊
八 木
福 良
八 木
阿 万
八 木
潮美台
神 代
北阿万
八 木
松 帆
八 木
賀 集
賀 集
阿 万
市

榎 列
広島県
松 帆
倭 文
千葉県
広 田
洲本市
市

福 良

10 月 30 日
11 月 16 日
11 月 16 日
11 月 19 日
11 月 20 日
11 月 20 日
11 月 20 日
11 月 20 日
11 月 21 日
11 月 25 日
11 月 25 日
11 月 25 日
11 月 25 日
11 月 26 日
11 月 26 日
11 月 27 日
11 月 27 日
11 月 28 日
11 月 28 日
11 月 30 日
12 月 1 日
12 月 3 日
12 月 4 日
12 月 6 日
12 月 10 日

氏名 年齢 地区 死亡日
葉坂　久子

福榮　杉夫

佐藤　 夫

仲 野　　 勝

森崎　一郎

徳井　光子

⻆村　康孝

坂口　裕紀

橋本　利男

平野　文雄

桝本　廣美

中村　滿子

市

福 良

広 田

志 知

福 良

福 良

灘

阿那賀

八 木

福 良

市

灘

80

83

77

89

100

75

77

1

78

83

83

85

11 月 29 日

12 月 3 日

12 月 3 日

12 月 5 日

12 月 6 日

12 月 6 日

12 月 6 日

12 月 7 日

12 月 8 日

12 月 8 日

12 月 10 日

12 月 10 日

氏名 年齢 地区 死亡日
長 濵　　 清

宮本みつゑ

山口うめの

沖　ちづ子

新田　政通

山 口　　 平

松 帆

八 木

市

賀 集

北阿万

津 井

93

93

84

80

64

74

12 月 11 日

12 月 12 日

12 月 13 日

12 月 14 日

12 月 15 日

12 月 15 日

手
本
は
言
う
よ
り
見
せ
る
こ
と
。

（
我
慢
や
幸
せ
、
笑
顔
も
見
せ
て

あ
げ
て
ね
。）

　

一
人
で
い
っ
ぱ
い
抱
え
込
ま
な

い
で
身
軽
に
な
れ
る
よ
う
に
、
子

ど
も
と
一
緒
に
ひ
ろ
ば
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。身
体
を
使
っ
て
、

子
育
て
仲
間
と
同
じ
時
間
を
共
有

し
、
子
ど
も
の
成
長
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
親
も
一
緒
に
頼
も
し
く

成
長
し
て
い
ま
す
。

　

物
質
よ
り
も
、
ゆ
っ
た
り
と
子

ど
も
に
係
わ
る
時
間
を
大
切
に
す

る
生
活
は
、
子
ど
も
の
心
に
も
響

き
ま
す
。

　

一
月
の
合
同
事
業
は
、
三
原
健

康
広
場
で
お
正
月
遊
び
を
体
験
し

ま
す
。
お
近
く
の
子
育
て
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
み
は
ら　

沼
田
陽
子
）

▲楽しくリズム遊び（12月7日、働く婦人の家で地域の方と交流会）

　

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会
で

は
、
民
生
･
児
童
委
員
と
協
力
し

て
毎
年
年
末
に
一
人
暮
ら
し
の
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
子
ど

も
た
ち
が
お
餅
を
つ
き
、
そ
れ
に

子
ど
も
た
ち
の
手
紙
を
添
え
て
贈

る
「
愛
の
餅
つ
き
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
わ
ん
ぱ
く
塾
や
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た
ち
と
、
淡

路
広
域
消
防
の
若
手
隊
員
の
お
兄

さ
ん
や
南
あ
わ
じ
市
女
性
消
防
隊

「
な
で
し
こ
分
団
」
の
方
と
一
緒

に
、一
生
懸
命
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
み
ん
な
で
お
手
紙
を

書
き
ま
し
た
。「
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
、僕
た
ち
（
私
た
ち
）

が
つ
い
た
お
も
ち
を
食
べ
て
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く
だ

「
愛
の
餅
つ
き
大
作
戦
！
」　

わ
ん
ぱ
く
塾

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

▽
対
象　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
青
少
年
や
保
護
者
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん
運
動
」
に
ご
参
加
を

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
が

深
刻
に
な
る
な
か
で
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
大
人

が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か

け
、
見
守
り
な
ど
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す

る
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
」
を
自
治
会
等
の
各
種
団

体
、
グ
ル
ー
プ
で
の
加
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

さ
い
ね
」
等
の
文
章
と
可
愛
い
絵

を
描
い
た
手
紙
を
添
え
て
お
餅
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
出
来
上
が
り
、
後

は
民
生
・
児
童
委
員
の
方
々
が
子

ど
も
た
ち
の
温
か
い
心
も
一
緒
に

配
布
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
を
ほ
お
ば
る
子

ど
も
た
ち
の
口
か
ら
は
、
美
味
し

い
と
い
う
言
葉
と
一
緒
に
た
く

さ
ん
の
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
き
ま

し
た
。
お
餅
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
高
齢
者
の
方
々
も
、
き
っ

と
笑
顔
が
溢
れ
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
　
　
（
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
） ▲広域消防の隊員と楽しく餅つきをする子どもたち

死亡

▲ついたお餅を丸める児童

■訂正とお詫び
　12月号の結婚欄で、7月16日届出の數田信介さんの苗字が間違っていました。
　お詫び申し上げ、今回再掲させていただきます。
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

こ
の
ほ
ど
、
志
知
高
校
三
年

の
細
川
真
希
さ
ん
（
八
木
）
が
、

中
高
生
対
象
の
第
十
一
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ア

ワ
ー
ド
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
賞
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

細
川
さ
ん
は
、
和
太
鼓
部
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
部
長
を
務

め
、
郷
土
芸
能
部
で
も
活
躍
。

福
祉
施
設
を
慰
問
し
公
演
す
る

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

熱
心
で
、
こ
れ
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

地
域
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
「
と
も
し

び
の
賞
」
に
、
こ
の
ほ
ど
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会
（
代

お
め
で
と
う

全国民俗芸能大会に出場阿万風
ふりゅう

流踊りを東京で披露
　文化庁選択文化財の指定を受けている「阿万風流踊り」の保存会（阿

万上町）のメンバーが、11 月 24 日に東京で開催された「第 57 回

全国民俗芸能大会」に出場し、会場から盛大な拍手を受けました。

　この踊りは、室町時代から伝わり、雨乞いの願
がんほど

解きと五穀豊穣、郷

土繁栄の祈りを込めて奉納されている踊り。現在も、毎年９月 15日

に亀岡八幡宮で奉納されています。声
しょうみょう

明がかったゆるやかなテンポの

歌から古風で優雅な味わいを感じさせます。
▲大舞台で熱演する「阿万風流踊り」保存会の皆さん

表
、
木
田
徹
さ
ん
）
と
上
居

譲ゆ
ず
るさ
ん
（
榎
列
）
が
選
ば
れ
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会

　

同
会
は
、
昭
和
四
十
六
年
に

設
立
。
後
継
者
発
表
会
で
の
公

演
を
は
じ
め
、
永
年
に
わ
た
り

島
内
外
で
の
公
演
を
積
極
的
に

す
る
な
ど
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

の
保
存
伝
承
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

◆
上
居
譲
さ
ん

　

上
居
さ
ん
は
、
だ
ん
じ
り
唄

保
存
会
の
結
成
に
尽
力
。
後
継

者
育
成
の
ほ
か
、
だ
ん
じ
り
唄

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
な
ど
、

だ
ん
じ
り
唄
の
伝
承
と
後
進
の

育
成
に
尽
く
さ
れ
、
ま
た
民
謡

の
講
師
も
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

福
良
地
区
自
主
防
災
会
（
芝

壽
浩
会
長
）
に
十
二
月
十
日
、

優
良
自
主
防
災
組
織
知
事
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
自
主
防
災
の
原
点

に
立
ち
、
防
災
意
識
の
普
及
と

防
災
予
防
に
努
め
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

2008.1.1発行

福
良
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

な
な
い
ろ
館
周
辺
の
有
効
活
用
を

　

福
良
地
区
の
住
民
ら
で
組
織
す

る
任
意
団
体
「
福
良
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」（
芝
壽
浩
会
長
）

で
は
、
同
地
区
の
観
光
資
源
を
活

か
し
た
再
整
備
策
を
ま
と
め
た
意

見
書
を
、
十
一
月
二
十
六
日
、
中

田
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

う
ず
し
お
観
潮
船
発
着
場
の
あ

る
同
地
区
の
「
な
な
い
ろ
館
」
で

は
、
年
間
二
十
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
ほ
か
の
観
光
資
源
で
あ
る
風
光

明
媚
な
自
然
環
境
や
海
の
幸
、
神

社
仏
閣
、
伝
統
芸
能
な
ど
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
観
光
客
を
足
止

め
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
れ
を
受
け
、
同
協
議
会
の

若
者
を
中
心
と
し
た
企
画
委
員
ら

で
、
昨
年
一
月
か
ら
定
期
的
に
会

合
を
重
ね
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト

面
の
整
備
の
必
要
性
を
ま
と
め
た

意
見
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

淡
路
三
原
高
校
開
校
記
念
式
典

淡
路
三
原
高
校
の
校
歌
を
初
披
露

▲中田市長（左）に意見書を提出する芝会長（中央）ほか

▲新校歌を歌う淡路三原高校１年生

　

平
成
十
九
年
四
月
に
開
校
し
た

淡
路
三
原
高
校
の
開
校
記
念
式
典

が
十
一
月
二
十
三
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
同
校
一
年
生
や
、
閉

校
す
る
三
原
高
校
と
志
知
高
校
の

二
・
三
年
生
、
関
係
者
ら
約
千
人

が
出
席
。
来
賓
祝
辞
や
淡
路
人
形

座
の
記
念
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
、

誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
公
募
し
て
い
た
同

校
の
新
し
い
校
歌
が
昨
年
十
月
に

決
定
し
、
式
典
中
、
作
詞
の
服
部

達み
ち
は
る明
さ
ん
（
榎
列
）
と
作
曲
の
加

藤
佳
子
さ
ん
（
洲
本
市
）
に
感
謝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
賞

広報 

南淡路だんじり唄交流会愛好グループが交流
　だんじりを持たない愛好団体による発表会「第 12回南淡

路だんじり唄交流会（同実行委員会主催）」が 12 月２日、

阿万公民館で行われ、過去最多の参加数 12団体が、見事な

パフォーマンスを見せました。中でも、今回初参加の淡
だんげいけん

芸研

子供教室（福良）は、情感を高める演出として、三味線演

奏を加え、力いっぱい歌い上げていました。会場には、延べ

250人が詰めかけ、出演者に温かい拍手を送っていました。
▲三味線の演出も交えて唄を披露する淡芸研子供教室

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
年
生
が
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
合
わ
せ
て
合
唱
。
初
披
露

し
ま
し
た
。
歌
詞
に
は
南
あ
わ
じ

市
の
豊
か
な
自
然
や
、
希
望
あ
ふ

れ
る
生
徒
像
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

淡
路
三
原
高
校
は
、
統
合
す
る

三
原
・
志
知
両
校
の
優
れ
た
特
色

を
継
承
し
、
理
数
系
の
専
門
分
野

を
深
く
研
修
す
る
「
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ー
ス
」の
設
置
や
、人
文
・
社
会
、

情
報
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
多
様
な
進
路
に
応
じ
た
類
型
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ

ブ
活
動
を
中
心
に
、
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
な
ど
の
郷
土
芸
能
伝
承
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲細川さん

山
口
貴
士
さ
ん
が
受
賞

乳
牛
の
全
国
大
会
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

　

十
一
月
十
二
・
十
三
日
、
静
岡

県
御
殿
場
市
で
開
か
れ
た
「
第
七

全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
」（
㈳
家
畜
改
良
事
業

団
主
催
）
で
、山
口
貴
士
さ
ん
（
北

阿
万
）
の
出
品
し
た
乳
牛
が
、
ク

ラ
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
五
年
に
一
度

乳
牛
の
品
質
を
競
う
も
の
で
、
山

口
さ
ん
は
生
後
四
十
二
か
月
か
ら

四
十
八
か
月
の
出
産
経
験
の
あ
る

部
門
に
、
手
塩
に
か
け
て
飼
育
し

て
い
る
「
レ
デ
ィ
ス
マ
ナ
ー 

エ

ス
カ
レ
ー
ド 

Ｅ
Ｔ
」
を
出
品
。

体
形
の
美
し
さ
や
、
色
つ
や
な
ど

が
素
晴
ら
し
く
、
そ
の
ク
ラ
ス
で

最
も
高
い
評
価
を
獲
得
。
見
事
受

南
あ
わ
じ
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

公
民
館
で
文
化
芸
能
祭

▲市長へ報告に訪れた山口さん（左）

　

秋
た
け
な
わ
の
十
一
月
、
南
あ

わ
じ
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
各

支
部
で
は
、
文
化
・
芸
能
活
動
に

取
り
組
む
団
体
・
個
人
の
発
表
の

場
を
提
供
し
よ
う
と
文
化
祭
・
芸

能
祭
を
市
内
四
会
場
で
開
催
。
多

▲西淡総合芸能祭（琴伝流銭太鼓）

く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
文
化
の
秋

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
月
に
も
同
会
本
部
主
催
の

「
第
三
回
南
あ
わ
じ
市
文
化
展
」

が
行
わ
れ
ま
す
。（
十
六
頁
参
照
）

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▲三原文化展（陶芸展）

▲南淡文化芸能祭（うずしお混声合唱団）

と
も
し
び
の
賞

優
良
自
主
防
災
組
織

知
事
表
彰

賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▲緑文化展
　（生花展）
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地
域
の
過
疎
化
や
高
齢
化
、

核
家
族
化
に
伴
っ
て
世
代
間
交

流
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
負
の
連
鎖

と
な
り
人
の
絆
を
基
盤
と
し
た

美
し
い
地
域
や
、
長
い
歴
史
の

あ
る
伝
統
芸
能
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
回
避
す
る
に
は

兵
庫
県
が
掲
げ
て
い
る
「
参
画

と
協
働
」
に
よ
る
美
し
い
兵
庫

の
実
現
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
）
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
県
の
「
地
域
づ

く
り
活
動
応
援
事
業
」
の
助
成

を
受
け
て
、
手
探
り
、
手
造
り

に
よ
る
「
子
ど
も
だ
ん
じ
り
製

作
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
前
述
の
趣
旨
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
地
区
の
自
治
会
や
老

人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
働
で
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、
子

ど
も
だ
ん
じ
り
の
製
作
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を

深
く
知
り
、
語
り
合
い
、
後
世

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
感
動
を
！　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

下
幡
多
子
ど
も
だ
ん
じ
り
製
作
実
行
委
員
会

広報 

▲作製中のだんじりを磨く子どもたち

下幡多子どもだんじり製作実行委員会
◆会長　沖　健作
◆構成人員　290名（地区人口）
◆事務局　☎ 42-1432（金生有稔）

に
語
り
継
ご
う
と
、「
歴
史
学

習
会
」を
数
回
に
わ
た
り
開
催
。

私
た
ち
の
思
い
や
製
作
状
況
を

伝
え
た
「
か
わ
ら
版
」
も
発
行

幼稚園ウィーク in 西淡 造形展

　市内６幼稚園の合同制作。クリスマスをテーマに、ペッ
トボトルや段ボールなどを使ってサンタクロースやトナカ
イ、クリスマスツリー等の立体作品を作り、絵画と併せて
西淡公民館に展示しました。（４頁に関連記事）

し
、
地
区
の
世
帯

に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

二
月
中
旬
に

だ
ん
じ
り
の
完

成
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

 

諭ゆ 

鶴づ

る 

羽は 

山

と
和
歌
山
方
面
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
南
は
、
近
く
は
沼
島
、

紀
伊
水
道
か
ら
雄
大
な
太
平
洋
に

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
斜
面
・
麓
に
は
、
灘
黒
岩

水
仙
郷
や
諭
鶴
羽
ダ
ム
公
園
な
ど

の
観
光
名
所
も
あ
り
ま
す
。

　

四
月
に
開
校
し
た
淡
路
三
原
高

校
の
新
校
歌
に
も
、
諭
鶴
羽
が
詠

わ
れ
て
い
ま
す
。

【
諭
鶴
羽
山
の
語
源
】

　

諭
鶴
羽
神
社
の
縁え

ん
ぎ起

に
よ
る

と
、
天
竺
の
摩ま

か

だ

迦
陀
神
が
ツ
ル
に

乗
っ
て
熊
野
に
お
も
む
く
途
中
、

こ
の
山
頂
で
羽
を
休
め
た
の
で
、

そ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
山
に
は
「
ゆ
ず
り

は
」
の
木
が
多
く
自
生
し
、
こ
の

木
は
新
し
い
芽
が
出
て
葉
に
な
る

と
古
い
葉
が
落
ち
て
、
そ
の
座
を

ゆ
ず
る
「
父ふ

し子
相あ

い
ゆ
ず譲

る
」
め
で
た

い
木
と
し
て
新
年
に
飾
ら
れ
、
こ

れ
が
山
の
名
に
な
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

▲諭鶴羽山登山「青少年のつどい歩こう大会」
　（11月23日、子ども会主催）

　

淡
路
島
の
南
部
に
位
置
す
る
島

の
最
高
峰
「
諭
鶴
羽
山
」（
標
高

六
百
八
ｍ
）
は
、
貴
重
な
植
物
や

野
鳥
、
動
物
が
住
み
、
自
然
豊
か

な
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
南
の
斜
面
は
急
傾
斜
と
な
っ

て
海
に
注
ぎ
、
北
西
は
島
内
最
大

の
三
原
平
野
へ
続
く
比
較
的
な
だ

ら
か
な
形
状
で
す
。
山
頂
付
近
に

は
諭
鶴
羽
神
社
が
あ
り
、
改
良
さ

れ
た
参
道
も
多
く
、
登
山
を
楽
し

む
人
が
大
勢
い
ま
す
。

　

山
上
か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し

く
、
天
気
の
よ
い
日
に
は
西
方
向

に
は
淡
路
と
四
国
を
つ
な
ぐ
「
大

鳴
門
橋
」
を
、
東
に
は
う
っ
す
ら

▲諭鶴羽山（中央）
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